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       アクティブ・ラーニングの 

               取組みと実践について 
 

FD 推進機構長（学長）下村 輝夫 

 

 FD とは、教育にどのような付加価値を課して、学生が満足するような教育力とするかに

帰結するとも言えます。中央教育審議会においても、教育の質の保証の観点から FD の重要

性を指摘しています。福岡工業大学では、“For all the Students”の経営理念の下、第 3 次マ

スタープラン（中期経営計画）において「丁寧な教育システムの確立」策のひとつに教育内

容の改善を掲げ、従来設置されていた教育改善推進委員会を発展解消して「FD 推進機構」

を平成 22 年 4 月に設置致しました。 

 

 本学における教育改善の一環として、平成 26 年度大学教育再生加速プログラムに採択さ

れた事業では、本学の人材育成目標（「自律的に考え、行動し、様々な分野で創造性を発揮

できるような人材（実践型人材）の育成」）を達成するため、教育改革のフレームに「教授

方法の質的転換」を加え、その具体的方策としてアクティブ・ラーニング（以下 AL）の全

学的展開を推進、学生の「知識定着」と「能動的な学修態度の涵養」の実現を図ろうとする

取組みを進めています。 

 

 この取組みでは全事業期間を 3 つのフェーズに整理し、第 1 フェーズ（平成 26～27 年）

では物理的な条件整備を、第 2 フェーズ（平成 28～29 年）では全学展開、そして第 3 フェ

ーズ（平成 30～令和元年）では評価・改善を主要なテーマとして取り組んできました。今

回の FD Annual Report AL 特集号は、この事業 6 年間の様々な取組みの一端として、教養力

育成科目における学修成果評価に関する取組み、AL 型授業におけるルーブリックを用いた

学生の自己評価の分析など、学習成果をより客観的に評価するための取組みを掲載致して

おります。 

 

 大学での学びは、学生と教員と職員との信頼関係によって成り立っています。この信頼関

係を構築するには、明確な目標設定、カリキュラムの可視化、教育改善の PDCA サイクル

化を基盤とした具体的な計画と実践が不可欠です。教職協動の下に教育の質の保証に向け

て、今後とも努力を行って参ります。 

 

 「FD Annual Report AL 特集号」に対しまして、皆様から率直で忌憚のない御意見を賜わ

りますよう御願い申し上げます。 
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ウェルネス科目における学修成果評価に関する取り組み 

―レジリエンスおよびソーシャル・スキルの測定指標を用いた検討― 

 

楢 﨑 兼 司（福岡工業大学 社会環境学部 社会環境学科／教養力育成センター） 
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清 水 安 夫（国際基督教大学 教養学部 アーツ・サイエンス学科） 
 

Objective Evaluation of Learning Outcomes in Wellness Classes 
- An Examination with Psychological Indices regarding Resilience and Social Skills - 

 

Kenji Narazaki (Department of Socio-Environmental Studies / Center for Liberal Arts,  
Fukuoka Institute of Technology) 

Takatoshi Higuchi (Department of Socio-Environmental Studies / Center for Liberal Arts,  
Fukuoka Institute of Technology) 

Yasuo Shimizu (College of Arts & Science, International Christian University) 
 

Abstract 

 

 Objective evaluation of learning outcomes is considered as one of the key issues to be dealt with in the development of 

higher education using an active learning approach. This paper presented our recent examination for objectifying outcomes of 

social learning in wellness classes. In the examination, we specifically aimed 1) to evaluate external validity and reliability of 

existing psychological indices regarding resilience and social skills and 2) to examine associations between scores derived from 

the two indices. In terms of the first aim, both of the resilience and social skills indices were found to have acceptable external 

validity and reliability to our first-year students. This result promises the applicability of the two indices to our evaluation in 

practice. For the second aim, significant associations were found between scores regarding resilience and those regarding social 

skills, suggesting that improvement of social skills could be helpful to promote resilience. These findings might be informative 

in establishing objective evaluation for social learning in wellness classes.  

 

Key words: Active learning, Liberal arts, Physical education, First-year education, Educational psychology 

 

1 . はじめに  

 アクティブ・ラーニングとは，従来の一方向的

な講義形式の教育とは異なり，学生の能動的な学

修への参加を取り入れた教授・学習法の総称であ

る 1 )。福岡工業大学（以降本学と記す）では，大

学としての人材育成目標である「自律的に考え，

行動し，様々な分野で創造性を発揮できるような

人材（実践型人材）」の育成を達成するための取り

組みの一つとして，近年，このアクティブ・ラー

ニングを軸とする「教育法の質的転換」を全学的

に推進している 2 )。本学の教養力育成科目の一つ

であるウェルネス科目においても，初年次必修演

習科目である「ウェルネス基礎」や選択演習科目

である「ウェルネス応用」において，アクティブ・

ラーニングを積極的に活用している。その上で，

科目としての教育目標である「自分にとってのウ

ェルネス」を確立して高めていくための「学び」

や，身体活動を伴うアクティビティを通したソー
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シャル・スキルの「学び」に対して，学生による

能動的・主体的な学修を志向している 3 )。  

 アクティブ・ラーニングを展開する際，その学

修成果をより客観的に評価するための手法を確立

することは，授業アセスメントやカリキュラム・

アセスメントの適確性を高めていく上でも非常に

重要であると考えられる。このような認識に基づ

き，本学のウェルネス科目担当では，前述のソー

シャル・スキルの「学び」に対する学修成果評価

に関する取り組みとして，平成 29 年度より国際基

督教大学の清水安夫上級准教授と共同で心理学的

測定指標を用いた研究を実施している。本稿では，

その成果の一部を紹介するとともに，今後の展望

についても簡単に触れたい。  

 

2 . 研究目的  

 先行研究において開発された心理学的測定指標

（レジリエンス尺度およびソーシャル・スキル尺

度）について，本学学生を対象とする場合の信頼

性・妥当性を検証するとともに，本学学生におけ

る尺度間の関連性を検証することを目的とした。  

 

3 . 方法  

3 .  1 調査対象者  

 本研究では，平成 29 年度前期に本学教養教育科

目の必修演習科目である「健康運動学」（現在の教

養力育成科目「ウェルネス基礎」に相当する科目）

を履修した工学部および社会環境学部の学生 644

名（男性 562 名， 1 年生 635 名）を調査対象者と

した。なお解析の際には，質問票における回答に

著しい欠損のある者は除外した。  

 

3 .  2 調査期間  

 質問票による調査を当該学期の序盤（ 1 回目も

しくは 2 回目の授業時）および終盤（ 14 回目もし

くは 15 回目の授業時）の 2 回，それぞれ授業内で

実施した。  

 

3 .  3 調査内容  

 先行研究において開発された「大学生版日常生活

レジリエンス尺度：Resil ience Inventory  for  Daily  Life 

of Universi ty  Students（以降 RIDLUS と記す）」 4 )お

よび「大学生版体育授業用ソーシャル・スキル尺

度 （ Socia l - sk i l l  Sca le  fo r  Unive rs i ty  Phy s ica l  

Educa t ion  Classes（以降 SSUPEC と記す）」5 )の 2 種

類の尺度を用いて調査票を作成し，調査を実施し

た。  

3 .  3 .  1 RIDLUS 

 RIDLUS は，大学生のレジリエンスを評価する

目的で開発された全 25 項目の質問から成る尺度

である 4 )。レジリエンスとは一般的に精神的回復

力を指す用語であるが，開発の際には「ストレス

フルな状況に陥っても，その後の適応的な回復を

導く個人の心理的特性および環境資源」という定

義に基づき尺度の検討が行われた。この尺度は，

「友人資源（様々なサポートを提供してくれる信

頼のおける友人の有無を示す項目で構成される因

子）」，「家族資源（どのような時間でも共有するこ

とができ自分の価値を認めてくれる家族の有無を

示す項目で構成される因子）」，「新奇性追求（好奇

心旺盛な様子を示す項目で構成される因子）」，「肯

定的未来志向（将来に対する肯定的な思考や態度

を示す項目で構成される因子）」，および「感情調

整（困難な状況においても冷静さを保ち，ねばり

強さを発揮するといった感情の調整力の高さを示

す項目で構成される因子）」の 5 つの下位因子によ

り構成されており，それぞれ 5 項目の質問により

評価される。各質問は「 1 .  全くそう思わない， 2 .  

そう思わない，3 .  どちらでもない，4 .  そう思う，

5 .  とてもそう思う」の 5 件法（ 1-5 点）で回答さ

れ，尺度全体の得点範囲は 25-125 点である（点数

が高いほどレジリエンスが高い）。  

3 .  3 .  2 SSUPEC 

 SSUPEC は，大学生のソーシャル・スキルを体

育 授 業 に お い て 評 価 す る 目 的 で 開 発 さ れ た 全 16

項目の質問から成る尺度である 5 )。この尺度は，

「対人感情理解（クラスメイトや指導者の感情を
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動作や表情から読み取ることができる能力に関す

る項目で構成される因子）」，「対人共感態度（クラ

スメイトや指導者の意見や立場について共感し受

容することができる能力に関する項目で構成され

る因子）」，「自己主張能力（自分自身の意見や立場

についてクラスメイトや指導者に対して適切なプ

ロセスを経て説明することができる能力に関する

項目で構成される因子）」，および「自己感情表現

（自分自身の感情をクラスメイトや指導者に適切

に表現することができる能力に関する項目で構成

される因子）」の 4 つの下位因子により構成されて

おり，それぞれ 4 項目の質問により評価される。

各質問は「 1 .  全くそう思わない，2 .  そう思わない，

3 .  どちらでもない， 4 .  そう思う， 5 .  とてもそう

思う」の 5 件法（ 1-5 点）で回答され，尺度全体の

得点範囲は 16-80 点である（点数が高いほどソー

シャル・スキルが高い）。  

 

3 .  4 解析方法  

 本研究では，各尺度の信頼性・妥当性および尺

度間の関連性を検証するため，以下に示す 2 項目

の解析を実施した。なお全ての解析は， IBM SPSS 

S ta t i s t i c s  24 .0 日本語版および AMOS 23 .0 日本語

版を用いて実施し，その際の有意水準は α＝ 0 .05

とした。  

3 .  4 .  1 各尺度の信頼性・妥当性の検証  

 学期序盤において取得したデータのうち，著し

い欠損のある者は除外した 635 名分のデータを用

いて，各尺度の全ての下位因子に対して Cronbach  

α 係数を算出して信頼性（厳密には内的整合性）

を検証した。また，検証的因子分析を用いて，各

尺度の妥当性（厳密には構成概念妥当性）を検証

した。この分析におけるモデルの適合度指標とし

ては，GFI（ Goodness  o f  FIT Index），AGFI（ Adjus ted  

GFI），CFI（ Compara t ive  FIT Index），および RMSEA

（ Root  Mean  Square  Er ror  o f  Approximat ion）の 4

種類を用いた。さらに，学期序盤および終盤の両

方で取得したデータのうち，欠損を除外した 606

名分のデータを用いて，各尺度の全ての下位因子

に対して対応ありの t 検定を実施し，学期序盤と

終盤の間の得点を比較して信頼性（厳密には再検

査信頼性）を検証した。  

3 .  4 .  2 尺度間の関連性の検証  

 前述の学期序盤において取得した 635 名分のデ

ータを用いて， RIDLUS と SSUPEC との間の関連

性（ SSUPEC 下位因子による RIDLUS 下位因子の

予測性）を検証した。具体的には，RIDLUS の各下

位因子を従属変数とし， SSUPEC の各下位因子を

独立変数とした重回帰分析を強制投入法にて実施

した。さらに，前述の学期序盤および終盤の両方

で取得した 606 名分のデータを用いて，学期序盤

の SSUPEC 下位因子の得点により分割された群毎

に，学期序盤から終盤の RIDLUS 得点の変化を検

証した。具体的には，学期序盤における SSUPEC

の各下位因子得点の平均値を閾値として，解析対

象者を低値群と高値群の 2 群に分割し，学期序盤

および終盤の RIDLUS の合計得点を従属変数とし

た 2 要因分散分析（低値群・高値群 ×学期序盤・終

盤）を実施した。なお，群（低値群・高値群）と

調査時期（学期序盤・終盤）に統計的に有意な交

互作用が認められた場合には， Bonfe r ron i 法を用

いて単純主効果検定を実施した。  

 

4 . 結果  

4 .  1 各尺度の信頼性・妥当性の検証  

4 .  1 .  1 各尺度の内的整合性の検証  

 信頼性分析の結果， RIDLUS の各下位因子に対

する信頼係数（ Cronbach  α 係数）に関しては，0 .779-  

0 .932 と 比 較 的 良 好 な 値 が 示 さ れ た 。 同 様 に ，

SSUPEC の各下位因子に対する信頼係数に関して

も 0 .810-0 .839 と比較的良好な値が示された。  

4 .  1 .  2 各尺度の構成概念妥当性の検証  

 検証的因子分析の結果， RIDLUS における各潜

在 変 数 か ら 各 観 測 変 数 へ の パ ス 係 数 （ β＝ 0 .42-  

0 .90）はすべて有意であり（ p＜ 0 .001），構成概念

妥当性を示すモデルの適合度指標に関しても比較

的良好な値が示された（ GFI：0 .902，AGFI：0 .876，

CFI： 0 .935，RMSEA：0 .061）。同様に，SSUPEC に
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おいても各潜在変数から各観測変数へのパス係数

（ β＝ 0 .65-0 .79）はすべて有意であり（ p＜ 0 .001），

構成概念妥当性を示すモデルの適合度指標に関し

て も 比 較 的 良 好 な 値 が 示 さ れ た （ GFI ： 0 .931 ，

AGFI： 0 .904， CFI： 0 .948， RMSEA： 0 .064）。  

4 .  1 .  3 各尺度の再検査信頼性の検証  

 学 期 序 盤 お よ び 終 盤 に お け る RIDLUS の 下 位

因子得点は表 1 の通りとなった。各因子得点にお

け る 学 期 序 盤 － 終 盤 間 の 変 化 率 に つ い て は -2 .4%

か ら +0.7%と 比 較 的 低 い 値 が 示 さ れ た 。 対 応 あ り

の t 検定の結果，「家族資源」に有意な低下が認め

られたが（ t＝ 3 .413，df＝ 604，p＜ 0 .01），それ以外

の下位因子には有意な変化が認められなかった（ p

≧ 0 .05）。また， SSUPEC の下位因子得点について

は表 2 の通りとなった。 RIDLUS と同様，各因子

得点における学期序盤－終盤間の変化率について

は -1 .6%から +2.7%と比較的低い値が示された。対

応ありの t 検定の結果，次の 3 下位因子で有意な

増加が認められた：「対人感情理解」（ t＝ -2 .296，

df＝ 604， p＜ 0 .05），「 自 己 主 張 能 力 」（ t＝ -3 .057，

df＝ 604， p＜ 0 .01），「 自 己 感 情 表 現 」（ t＝ -2 .726，

df＝ 604，p＜ 0 .01）。一方，「対人共感態度」につい

ては有意な低下が認められた（ t＝ 2 .211，df＝ 604，

p＜ 0 .05）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 .  2 尺度間の関連性の検証  

4 .  2 .  1 重回帰分析による検証  

 重回帰分析の結果は表 3 の通りとなった。この

表が示すように RIDLUS の各下位因子を従属変数

とする全ての分析において重相関係数（ R）および

決定係数（ R 2）が統計的に有意であった（ R＝ 0 .601-

0 .685，R 2＝ 0 .361-0 .469，p＜ 0 .001）。また，各重回

帰分析における SSUPEC の下位因子毎の標準偏回

帰係数（ β）に関しては，「友人資源」を従属変数

とする分析において「自己主張能力」が，また，

「新奇性追求」を従属変数とする分析において「対

人感情理解」がそれぞれ有意では無かったが（ p≧

0 .05）， そ れ 以 外 は 全 て 有 意 で あ っ た （ p＜ 0 .001-

0 .05）。  

4 .  2 .  2 二元配置分散分析による検証  

 群分けの閾値に用いられた SSUPEC の各下位因

子得点の学期序盤の平均値は表 2 の通りである。

SSUPEC の各下位因子に対する二元配置分散分析

の結果は，図 1 から図 4 の通りとなった。SSUPEC

の各下位因子に対する全ての分析において，次の

ように有意な交互作用が認められた：「対人感情理

解」（ F  [ 1 ,603]＝ 15 .03， p＜ 0 .001，偏 η 2＝ 0 .024），

「対人共感態度」（ F  [ 1 ,603]＝ 16 .56，p＜ 0 .001，偏

η 2＝ 0 .027），「自己主張能力」（ F  [1 ,603]＝ 18 .88，p

＜ 0 .001，偏 η 2＝ 0 .030），および「自己感情表現」

（ F  [1 ,603]＝ 10 .92， p＜ 0 .01，偏 η 2＝ 0 .018）。  

時期 平均値 標準偏差 有意水準
序盤 20.29 4.03
終盤 20.00 4.07
序盤 20.27 3.88
終盤 19.77 4.14
序盤 18.69 3.29
終盤 18.44 3.53
序盤 17.38 3.92
終盤 17.23 4.12
序盤 16.83 3.66
終盤 16.95 3.75

感情調整 n.s.

新奇性追求 n.s.

友人資源 n.s.

家族資源 **

肯定的未来志向 n.s.

表  1  学期初盤および終盤における RIDLUS の下

位因子得点  

 

 

 

 

 

 

RIDLUS:  Res i l ience  Inventory for  Dai ly  Li fe  of  Univers i ty  

Students（大学生版日常生活レジリエンス尺度），  

**p＜ 0.01， n.s .  p≧ 0.05  

 

表  2  学期初盤および終盤における SSUPEC の下

位因子得点  

 

 

 

 

 

SSUPEC:  Socia l -ski l l  Sca le  for  Univers i ty  Physica l  

Educat ion  Classes（大学生版体育授業用ソーシャル・スキ

ル尺度）， *p＜ 0.05， **p＜ 0.01  

時期 平均値 標準偏差 有意水準
序盤 14.38 2.73
終盤 14.63 2.92
序盤 16.02 2.44
終盤 15.76 2.61
序盤 13.04 2.95
終盤 13.39 3.02
序盤 13.26 3.12
終盤 13.58 3.16

自己感情表現 **

対人感情理解 *

対人共感態度 *

自己主張能⼒ **
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 「対人感情理解」に対する分析では，次の 3 つ

の比較において有意な単純主効果が認められた：

授業序盤における低値群 vs .  高値群（ F  [ 1 ,603]＝

203 .68，p＜ 0 .001，偏 η 2＝ 0 .252），授業終盤におけ

る低値群 vs .  高値群（ F  [ 1 ,603]＝ 72 .53，p＜ 0 .001，

偏 η 2＝ 0 .107），高値群における授業序盤 vs .  終盤

（ F  [ 1 ,603]＝ 16 .77， p＜ 0 .001，偏 η 2＝ 0 .027）（図

1）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「対人共感態度」に対する分析では，全ての比

較において次のように有意な単純主効果が認めら

れ た ： 授 業 序 盤 に お け る 低 値 群 vs .  高 値 群 （ F  

[1 ,603]＝ 210 .38，p＜ 0 .001，偏 η 2＝ 0 .259），授業終

盤における低値群 vs .  高値群（ F  [ 1 ,603]＝ 72 .06，

p＜ 0 .001，偏 η 2＝ 0 .107），低値群における授業序盤

vs .  終盤（ F  [ 1 ,603]＝ 4 .37，p＜ 0 .05，偏 η 2＝ 0 .007），

高 値 群 に お け る 授 業 序 盤 vs .  終 盤 （ F  [1 ,603]＝

16 .03， p＜ 0 .001，偏 η 2＝ 0 .027）（図 2）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R 0.633 *** 0.601 *** 0.672 *** 0.645 *** 0.685 ***

R 2 0.401 *** 0.361 *** 0.451 *** 0.417 *** 0.469 ***

対人感情理解 0.123 ** 0.166 ** － n.s. 0.141 ** 0.156 ***

対人共感態度 0.364 *** 0.375 *** 0.360 *** 0.194 *** 0.149 ***

自己主張能⼒ － n.s. -0.117 * 0.305 *** 0.230 *** 0.294 ***

自己感情表現 0.302 *** 0.251 *** 0.132 ** 0.214 *** 0.217 ***

新奇性追求 肯定的
未来志向 感情調整友人資源 家族資源

表  3 RIDLUS と SSUPEC の下位因子間の重回帰分析結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

RIDLUS:  Res i l ience  Inventory  for  Dai ly  Life  of  Univers i ty  Students（大学生版日常生活レジリエ

ンス尺度）， SSUPEC: Soc ia l -ski l l  Scale  for  Univers i ty  Physica l  Educat ion  Classes（大学生版体育

授業用ソーシャル・スキル尺度）， *p＜ 0.05， **p＜ 0.01， ***p＜ 0.001， n.s .  p≧ 0.05 

図  1  SSUPEC 下位因子「対人感情理解」に対す

る二元配置分散分析結果  

RIDLUS:  Res i l ience  Inventory for  Dai ly  Li fe  of  Univers i ty  

Students（大学生版日常生活レジリエンス尺度），SSUPEC: 

Socia l -ski l l  Scale  for  Univers i ty  Physica l  Educat ion  Classes

（大学生版体育授業用ソーシャル・スキル尺度），***p＜

0.001，n.s .  p≧ 0.05，「対人感情理解」の低値群と高値群の

閾値： 14.38 点  
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図  2  SSUPEC 下位因子「対人共感態度」に対す

る二元配置分散分析結果  

RIDLUS:  Res i l ience  Inventory for  Dai ly  Li fe  of  Univers i ty  

Students（大学生版日常生活レジリエンス尺度），SSUPEC: 

Socia l -ski l l  Scale  for  Univers i ty  Physica l  Educat ion  Classes

（大学生版体育授業用ソーシャル・スキル尺度）， *p＜

0.05，***p＜ 0.001，「対人共感態度」の低値群と高値群の

閾値： 16.02 点  
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 「自己主張能力」に対する分析では，次の 3 つ

の比較において有意な単純主効果が認められた：

授業序盤における低値群 vs .  高値群（ F  [ 1 ,603]＝

194 .29，p＜ 0 .001，偏 η 2＝ 0 .244），授業終盤におけ

る低値群 vs .  高値群（ F  [ 1 ,603]＝ 61 .41，p＜ 0 .001，

偏 η 2＝ 0 .092），高値群における授業序盤 vs .  終盤

（ F  [ 1 ,603]＝ 20 .73， p＜ 0 .001，偏 η 2＝ 0 .033）（図

3）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「自己感情表現」に対する分析では，次の 3 つ

の比較において有意な単純主効果が認められた：

授業序盤における低値群 vs .  高値群（ F  [ 1 ,603]＝

270 .11，p＜ 0 .001，偏 η 2＝ 0 .309），授業終盤におけ

る低値群 vs .  高値群（ F  [ 1 ,603]＝ 112 .17，p＜ 0 .001，

偏 η 2＝ 0 .157），高値群における授業序盤 vs .  終盤

（ F  [ 1 ,603]＝ 13 .82， p＜ 0 .001，偏 η 2＝ 0 .022）（図

4）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 . 考察  

 本研究では，本学ウェルネス科目における教育

目標の一つに掲げられているソーシャル・スキル

の「学び」について，学修成果を客観的に評価す

るための取り組みの一環として，既存の心理学的

測定指標（レジリエンス尺度およびソーシャル・

スキル尺度）を用いた検討が行われた。具体的に

は，(1 )本学学生を対象とする場合の両尺度の信頼

性・妥当性，および (2 )本学学生における尺度間の

関連性が検証された。  

 

5 .  1 各尺度の信頼性・妥当性の検証  

 上記 (1 )では，両尺度とも先行研究 4 , 5 )に倣い，信

頼性の一種である内的整合性については各下位因

子に対する Cronbach  α 係数を，また妥当性の一種

である構成概念妥当性については検証的因子分析

に よ る モ デ ル の 適 合 度 指 標 （ GFI， AGFI， CFI，

RMSEA）を，それぞれ学期序盤のデータを用いて

算出して検証を実施した。その結果，どちらの尺

度に対しても先行研究と同程度の比較的良好な値

が認められた。一般的に Cronbach  α 係数について

は， 0 .80 以上が高い内的整合性を示す基準値と考

図  3  SSUPEC 下位因子「自己主張能力」に対す

る二元配置分散分析結果  

RIDLUS:  Res i l ience  Inventory for  Dai ly  Li fe  of  Univers i ty  

Students（大学生版日常生活レジリエンス尺度），SSUPEC: 

Socia l -ski l l  Scale  for  Univers i ty  Physica l  Educat ion  Classes

（大学生版体育授業用ソーシャル・スキル尺度），***p＜

0.001，n.s .  p≧ 0.05，「自己主張能力」の低値群と高値群の

閾値： 13.04 点  
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図  4  SSUPEC 下位因子「自己感情表現」に対す

る二元配置分散分析結果  

RIDLUS:  Res i l ience  Inventory for  Dai ly  Li fe  of  Univers i ty  

Students（大学生版日常生活レジリエンス尺度），SSUPEC: 

Socia l -ski l l  Scale  for  Univers i ty  Physica l  Educat ion  Classes

（大学生版体育授業用ソーシャル・スキル尺度），***p＜

0.001，n.s .  p≧ 0.05，「自己感情表現」の低値群と高値群の

閾値： 13.26 点  
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えられている 6 )。同様に，構成概念妥当性に関す

る適合度指標については，GFI，AGFI，CFI は 0 .90

以 上 ， RMSEA は 0 .08 以 下 が 基 準 値 と さ れ て い   

る 7 )。本研究で得られた数値は概ねこれらの基準

を満たしていることから（ RIDLUS：α＝ 0 .779-0 .932，

GFI＝ 0 .902，AGFI＝ 0 .876，CFI＝ 0 .935，RMSEA＝

0 .061， SSUPEC：α＝ 0 .810-0 .839，GFI＝ 0 .931，AGFI

＝ 0 .904，CFI＝ 0 .948，RMSEA＝ 0 .064）， 両尺度は

本学学生を対象とする場合においても，一定水準

の内的整合性および構成概念妥当性を有していた

と考えられる。  

 両尺度における信頼性に関しては，上記検証に

加えて，学期序盤および終盤における各下位因子

得点を対応ありの t 検定を用いて比較し，再検査

信頼性の検証を試みた（表 1 および表 2）。その結

果， RIDLUS では 1 因子について ,  SSUPEC では全

4 因子について，それぞれ有意な変化が認められ

たものの，その変化率はいずれも小さな値に留ま

っていた（最大で 2 .7%）。さらに，得点分布に関

しても序盤－終盤の間で大きな相違が認められな

かったことから，両尺度とも今回の調査方法にお

いて一定水準の再検査信頼性を備えていたと考え

られる。なお，本研究ではいわゆる対照群を設定

していないことから，前述の有意な変化が「健康

運動学」の履修によるものかは不明である。本研

究の調査対象者のほとんどが新入生であることを

考えると，入学直後の生活環境・様式の大きな変

化等も，今回観察された結果に影響しているかも

しれない。  

 

5 .  2 尺度間の関連性の検証  

 上記 (2 )では， RIDLUS の各下位因子を従属変数

とする重回帰分析，および RIDLUS 合計得点を従

属変数とする二元配置分散分析を通して，本学学

生における傾向を検証した。重回帰分析において

は，RIDLUS の各下位因子に対して，SSUPEC の 5

下位因子による比較的高い説明率（ 36 .1 -46 .9%）が

認められた（表 3）。また， RIDLUS の各下位因子

と SSUPEC の各下位因子の間の標準偏回帰係数（ β）

を確認したところ，ほとんどの組合せで有意な関

連が認められたが，その中でも SSUPEC の「対人

共感態度」と RIDLUS の「友人資源」，「家族資源」，

および「新奇性追求」との間に他の組合せよりも

若干高い標準偏回帰係数が認められた（表 3）。  

 尺度間の関連性に関する同様の傾向は RIDLUS

合計得点を従属変数とする二元配置分散分析にお

いても認められ， SSUPEC の各下位因子を平均値

で二分した場合，何れの下位因子においても高値

群で低値群よりも 10 点程度もしくはそれ以上高

い RIDLUS 得点が学期序盤および終盤の両時点で

観察された。これらの結果は，大学生においてソ

ーシャル・スキルがレジリエンスに影響を及ぼす

要因の一つであることを示した先行研究とも一貫

する 8 )。この尺度間の関連性の機序については，

今回の研究では十分な考察を得ることはできない

が，先行研究では高いソーシャル・スキルが周囲

との良好な関係を促進し，自己効力感やストレス

対処に有効なサポートを高めることでレジリエン

スを高める作用を持つ可能性が示唆されている 8 )。 

 上記の傾向に加え， SSUPEC の各下位因子に対

する二元配置分散分析では，高値群と低値群の間

で学期序盤から終盤にかけての RIDLUS 得点の変

化に相違があることも明らかになった（図 1 から

図 4）。具体的には，全ての下位因子において，高

値群の RIDLUS 得点は有意に低下したのに対して，

低値群の RIDLUS 得点は「対人感情理解」，「自己

主張能力」，「自己感情表現」を対象とした分析で

は有意な変化を示さず，「対人共感態度」を対象と

した分析では有意に増加した。前述の議論と同様，

本研究では対照群を設定していないことから，こ

の得点変化の相違（高値群における有意な得点低

下）が「健康運動学」の履修によるものかは不明

であるが，入学直後の生活環境・様式の大きな変

化等が，感受性等を含むソーシャル・スキルが高

い群に特異的かつ逆説的に影響を及ぼし，結果と

して（低値群よりは依然高いものの）自身のレジ

リエンスに対する評価の若干の低下を一時的にも

たらしたのかもしれない。  
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5 .  3 まとめと今後の展望  

 本研究では，今回調査に用いた既存のレジリエ

ンス尺度およびソーシャル・スキル尺度が，本学

学生を対象とする場合にも一定の信頼性および妥

当性を有する状態で利用可能であることが示され

た。また本研究により，大学生におけるソーシャ

ル・スキルの涵養がレジリエンスの向上をもたら

す可能性を示唆した先行研究 8 )と同様の示唆が得

られた。これらの知見は，今後ウェルネス科目担

当として，時代の要請に即した実践型人材の育成

に資するための授業づくりを推進する際や，授業

の学修成果評価の方法を確立する際にエビデンス

として有用であると考えられる。  

 今回の心理学的測定指標を用いて実際の学修成

果評価を行なうためには，介入モデルの検討や，

対照群の置き方等を含む評価デザインの検討を今

後入念に行う必要があるだろう。一方，学修成果

評価以外にも，本学学生の体系的な実態把握（例：

学部・学科毎／学年毎の実態把握・比較，実態の

経年比較や他校との比較など）や，大学生の社会

心理的要因に関する研究（例：体力や健康状態と

ソーシャル・スキルおよびレジリエンスとの関連，

ソーシャル・スキルやレジリエンスとアカデミッ

ク・パフォーマンスとの関連など）に今回用いた

心理学的測定指標を活用することは十分に可能で，

そのような取り組みを将来的に検討する価値はあ

るのではないかと考えられる。今後，教育活動の

一環として，このような検討や取り組みを地道に

進めることで，ウェルネス科目としての教育のさ

らなる質向上を目指していきたい。  
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教養としてのジェンダー教育： 

4 層の質問アプローチによる学生の受容プロセス 
 

中 野 美 香（社会環境学科／教養力育成センター） 
 

Gender education in “Knowledge and Liberal Arts”:  
How students accept the concept of gender by a four-layered question approach 

 

Mika Nakano (Department of Socio-Environmental Studies /  
Center for Liberal Arts) 

 

Abstract 

 

 This paper describes the curriculum of gender education in “Knowledge and Liberal Arts,” which was initiated in April 2018 

using an interdisciplinary approach, and the process of how the students accept the theme “gender.” The 90-minute class for 

gender was designed and structured based on a four-step questioning method that facilitates discussions on social problems so 

as to develop STEAM literacy. Students need to broaden their perspectives through collaboration to acquire knowledge to 

increase their future prospect of success. At the beginning of the class, during the first questioning step, majority of the students 

did not have special interest in gender. After introducing some familiar examples and statistical data obtained from international 

researches, they began to connect their life experiences with the idea of gender. After the third question, which was mainly 

concerned with solving future problems, they developed their own idea of what they can do by themselves. After the class, they 

dealt with the final question that was on what captures their interest in the theme of gender and why. Most of the students did 

not know what gender is, but after four questions, they became more aware and began to reflect their behavior and meaning in 

the past. Moreover, they were able to relate with and rediscover gender issues around them. This was important starting point 

for future problem-solving. 

 

Key words: Gender, Liberal Arts, STEAM, Problem-solving, Diversity 

 

1 . 問題と目的  

 国際化が進み変化が激しい社会においてはダイ

バーシティの重要性が増し，ジェンダーへの関心

が高まっている。2015 年の国連サミットで採択さ

れた「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」

1 )で は ， ジ ェ ン ダ ー は 17 の 持 続 可 能 な 開 発 目 標

（ SDGs）の一つに位置付けられた。世界経済フォ

ーラムは各国の男女格差を経済，教育，健康，政

治の 4 つの分野のデータから指数を数値化し，国

際ランキングを毎年発表している。2 ) 2017 年の調

査では，日本の総合スコアは 0 .662，順位は 149 か

国中 110 位（前年は 144 か国中 114 位）と低かっ

た。一方，アジアで最も格差が小さかったのはフ

ィリピンで，総合スコアは 0 .779，順位は 8 位と日

本との開きは大きい。フィリピンはジェンダー政

策 の 中 心 的 な 役 割 を 担 う The  Ph i l i pp ines  

Commiss ion  on  Women（ PCW） 3 )が 1975 年に大統

領府直属機関として設立され，ジェンダーに関す

る教育プログラム等に組織の一定の予算を充当す

ることが法律で定められており，国家レベルの長

年の取り組みが存在する。  

 このような背景から国内外の高等教育では大学

で学ぶべき事柄としてジェンダー意識を高める教

育実践が導入されるようになった。しかし，OECD
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の調査 4 )においても，日本の入学者に占める女性

の割合は大学学部や大学院博士レベルでは OECD

諸国の中で低い。この他，理系専門領域の女子学

生の少なさ 5 )や，学力や意欲に対するステレオタ

イプの影響 6 - 8 )など，女性活躍推進に向けて日本の

高等教育における多くの問題が指摘されている。

政策レベルのみならず個人や組織の認識レベルで

も時代の潮流に合わせた変化が求められるだろう。

知識偏重の教育から全人格的陶冶をはかるための

新しいリベラル・アーツの構築が見直される中で 9 )，

社会で活躍する女性研究者・起業家などを招へいす

る授業 1 0 )やジェンダーに配慮したカリキュラム開

発 1 1 )が進められている。関心が高まるジェンダー

についてどのように教育するか，よりよいジェン

ダー教育とは何かという問いの正解があるわけで

はなく，日々刻々と変化する中で実践を続ける過

程で問い続ける姿勢が必要である 1 1 )。  

 福岡工業大学においても 2018 年度より教養カ

リキュラムが開設され，その基幹科目「知と教養」

においてジェンダーのテーマを扱うこととなった。

この講義を含む筆者が担当する応用期の講義では，

学部混成で学際的なテーマについて知的好奇心を

育み，理解を統合するために，学際的な対話のデザ

イン 1 2 )として 4 層の質問アプローチを開発し，導入

した 1 3 )。このアプローチは，多様な問題を能動的

に考えるために「問題と自分自身の距離を確かめ

る」「問題の詳細を数字で理解する」「問題の解決

策を考える」「自分の興味のあるテーマを発見し，

調べ論じる」という 4 つの段階を踏むことで周辺

から問題の本質を捉えるための足場かけを行うこ

とをねらいとしている。これは近年，注目されて

い る 理 系 専 門 領 域 STEM （ Science ,  Technology,  

Enginee r ing ,  Mathemat ics）に芸術の “A”（ Art）を組

み込んだ STEAM 教育としてのコミュニケーショ

ンに求められる枠組みでもある。  

 これまでの研究で 2018 年度の「知と教養」のカ

リキュラム設計とその効果 1 4 )や，「少子高齢化社

会」のテーマの講義における 4 層の質問アプロー

チの効果を明らかにしたが 1 3 )，「ジェンダー」の

講義に関しては検討されていなかった。上記に述

べた 4 層の質問アプローチの下，学生は「知と教

養」の「ジェンダー」の講義で何をどのように学

んだのか，その課題は何かを蓄積することがジェ

ンダー教育はもとより大学の教養教育の発展に寄

与すると考える。  

 そこで本研究は 2018 年度の「知と教養」におけ

るジェンダーの授業内容を紹介し， 4 層の質問ア

プローチを通して学生はジェンダー教育をどのよ

うに受容していったかそのプロセスを明らかにす

ることを目的とする。  

 

2 . 講義概要  

2 .  1 カリキュラムにおける位置付け  

 「知と教養」は 2018 年前期に教養科目の基幹科

目として開講された前期科目の選択科目で，学部

混成でおこなわれる。講義のねらいは，実践知を

通して自分を知ることを本学における教養として

捉え，高校から大学への学びの接続として「教養

とは何か」「学ぶとは何か」について理解を深める

こととした。この講義では全 15 回の講義を基礎期

（第 1～ 2 回目講義），応用期（第 3～ 10 回目講義），

発展期（第 11～ 15 回目講義）に区分し，段階的に

学びを広げ深められる構成になっている 1 4 )。 2018

年度は 5 名の教員で担当した。  

 筆者が担当することとなった「ジェンダー」の

講義は応用期の 1 コマで学習する。応用期は多様

なテーマについてリレー講義を行い，異分野のメ

ンバーで問いを立ててディスカッションする。応

用期の他のテーマは「少子高齢化社会」「中等教育」

「高等教育」「『私』さがし」「過去と未来」「リス

クと援助」「国際協力」である。このうち，「ジェ

ンダー」では，「身体の特徴など生来の性別の違い

ではなく，社会的・文化的につくられた性差のこ

と」という定義 1 5 )に基づき，ニュースや統計デー

タを基に現状の課題を議論することとした。  

 

2 .  2 授業構成  

 授業内容の組み立てに際して，事前に 20 名の学
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生にヒアリングをおこなった。その結果，大部分

の学生はジェンダーという言葉は聞いたことはあ

っても正確な意味を知らなかった。また簡単に内

容を説明すると，女性差別のことだと矮小化した

り，自分には関係ないことだという認識の男子学

生もいた。そのため，講義では受講生はジェンダ

ーについてほとんど何も知らないという前提に立

ち，具体的な事例を用いて段階的に自分自身の問

題として受け止められるように構成することとし

た。また筆者の考えを強要することがないよう，

学生が抱えるセンシティブな問題に配慮し，客観

的なデータを基に構成し，賛否両論のバランスに

留意した。  

 講義の流れを表 1 のとおり (a)～ ( j)の段階に分

けて述べる。本論で扱う 4 層のアプローチに該当

する部分（ b， d， g， j）に網掛けした。  

(a)  前回の振り返り：はじめに導入として，ひと

つ前の講義で筆者が担当する「少子高齢化社会」

に関する学生の振り返りを紹介し，「女性の育児

負担の軽減」や「働き方改革」など対策として

書かれた内容が講義で扱うジェンダーと密接に

関連していることを述べた。  

(b)  第一層の質問と議論：「このテーマ（ジェンダ

ー）に興味があるか」についてクラス全体に問

い，知識・関心の程度を確かめた。講義の目標

として，興味のある学生はより深く学び，興味

のない学生は身近な問題であることに気付くこ

とを促した。またこのような議論においては多

様性が重要であり，すべての意見を尊重するこ

とを講義のルールとした。  

 

表  1 講義の流れと内容  

 

 

 

 

(c)  講義 1：講義で身近な事例として相撲の土俵

に女性が入るかどうかに関するニュースを取り

上げたとこところ，ジェンダーという言葉は聞

いたことはなくともほとんどの学生がこのニュ

ースを知っていた。そこで，大相撲巡業におけ

る女性市長の挨拶のあり方の議論から，海外の

新聞記事やユーチューブでの再生動画のコメン

トを紹介し，この問題が一つの問題に留まるこ

となく，現在の日本社会が直面する問題を象徴

しているという理解を広げた。その解決策を周

囲で考えてもらった後，ひとつの考え方として

宝井琴桜氏の「伝統は変化するもの，『土俵に女』

実現を」の新聞記事 1 6 )を紹介し，表彰式などの

セレモニーと勝負事を分けて考えるという提案

について考えを述べ合った。  

  講義ではジェンダーの定義，日本では生まれ

た瞬間から出生届を通じて分類されること，人

間を生物として捉えた際の問題点，言葉とジェ

ンダー，子供の遊びとジェンダーや隠れたカリ

キュラム，男女の大学・短大進学率，進学が期

待されない女子などについて講義をおこなった。

特に高校を卒業したばかりの大学 1 年生にとっ

ては，教育現場の隠れたカリキュラムは驚きを

もって受け止められたようである。各都道府県

で男女共同参画に関する条例が制定，男女混合

名簿の導入が推進されているが，出身高校では

男女別名簿であったと回答した学生は半数程度

いた。  

(d)  第二層の質問：ジェンダーに関する以下の 3

つのクイズにグループで回答を考えて発表して

もらった。  

 ①  日本はジェンダー平等だろうか？男女格差

指数は世界何位（ 144 か国中） 2 )  

 ②  男性の育児休暇取得率は何％ 1 7 )  

 ③  男は男らしく，女は女らしくあるべきか 1 8 )  

  グループは 4～ 6 人程度とし，初対面の学生が

多かったため，最初に自己紹介とアイスブレー

クを行ったあと，司会者と書記を決め，白紙に

考えをまとめてもらった。数字を当てるクイズ

内容 詳細

(a) 前回の振り返り 前回の講義の感想の紹介と関連付け

(b) 第一層の質問 講義内容を理解し，学習の準備を整える

(c) 講義1
「相撲の土俵に女性を」を通した興味・関心
の喚起。定義，生物としての問題を知る

(d) 第二層の質問と議論 現状を知り，自分と他者の考えの違いを理解

(e) CSの体験談 就職活動・留学におけるジェンダー

(f) 講義2 歴史を踏まえて社会的な流れをつかむ

(g) 第三層の質問と議論 社会をよりよくするための問題解決と提案

(h) 講義3 これからの未来に向けた取り組み

結論 (i) まとめと課題 身近なところから考え続ける重要性を共有

(j) 第四層の質問 興味を持ったテーマを決め，調べて論じる

導入

本論

講
義
内

講義後
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であれば，知識がなくとも回答に参加すること

ができ，正解・不正解のフィードバックによっ

て理解を確かめることができる。回答のモチベ

ーションとして正解したら加点するものとし，

グループで意見の相違を認識しながら理解を深

めていくことの面白さを知ってもらう機会とし

た。10 分程度の回答時間の後，答え合わせとと

もに補足説明を行い，どうして不正解だったか

についても考えてもらった。  

(e)  CS の体験談：ある程度，現状が理解できた段

階で，CS の 4 年生の女子学生の実体験を 8 分程

度，発表してもらった。1，2 年生ではジェンダ

ーの問題に直面することは少ないかもしれない

が，就職活動を終えた 4 年生は社会の見方を知

り，様々なギャップに直面することになる。そ

の中で，担当の CS の学生には就職活動での同

じ行為に対する男女の反応の違いや，短期留学

の体験を話してもらった。留学については，ア

メリカとタイを取り上げ，ジェンダーの問題以

前に人種差別の問題があることや，国によって

性的マイノリティに対する価値観が異なること

を写真を用いて発表してもらった。  

( f )  講義 2：現在の日本のジェンダー意識を強め

たものとして明治初期からの自由民権運動や良

妻賢母イデオロギーなどの歴史的背景を説明し

た。またこれからの社会においてはジェンダー

からの解放として，リプロダクティブ・ヘルス

／ライツ：性と生殖に関する健康と権利（ 1968

年テヘラン国際人権会議）から，誰にも強制さ

れることなく自分の体のことを決定できる社会

を作っていくこと，男女雇用機会均等法，男性

を 100 とした場合の女性の賃金の国際比較，段

階・役職別に見た教員の男女比などのデータを

用いて問題を分析した。  

(g)  第三層の質問と議論：「今の日本をよくするた

めにはどうすればいいだろうか。解決策を考え

てみてください」について 15 分程度で考えても

らい，各グループに発表してもらった。  

(h)  講義 3：国際女性デー，男でも女でも個人の

属性の一つに過ぎない，幸福と何かを安富歩先

生の著書 1 9 )を紹介し，男性差別について触れた。 

( i)  まとめと課題：最後に，意見をまとめ，各自

が身近なところからジェンダーとは何かについ

て考え続ける重要性を共有し，課題の説明をし

て講義を終わりとした。  

( j)  第四層の質問：講義後に「ジェンダーに関し

て自分で興味のあるテーマを決定し，それにつ

いてリサーチをおこない， 400 字程度で自分の

意見を論じる」課題を 1 週間以内にオンライン

上の FIT-AIM を通じて提出してもらった。  

 

3 . 方法  

目的： 2018 年度の「知と教養」で 4 層の質問アプ

ローチを通して学生がジェンダーの授業内容をど

のように受容したかそのプロセスを明らかにする

ことである。  

対象者： 2018 年度の受講者数は月曜 3 限 141 名，

水曜 2 限 114 名，木曜 4 限 72 名であった。応用期

では各時限で 4 教室に分かれて講義を行うため，

ジ ェ ン ダ ー の 講 義 の 一 ク ラ ス の 学 生 数 は 18～ 36

名であった。  

データと手続き： 4 層の質問アプローチに対する

回答を分析データとする。  

(b)  第一層の質問：「ジェンダーに興味・関心があ

りますか」についてすべてのジェンダーの講義

の冒頭で「興味ある」「わからない」「興味ない」

の 3 段階で挙手で回答してもらった。講義のメ

モを基に分析する。対象は 15 名の欠席者を除い

た合計 312 名である。  

(d)  第二層の質問：①「男女格差指数は世界何位」，

②「男性の育児休暇取得率は」，③「男は男らし

く，女は女らしくあるべきか」について講義中

に 4～ 5 名程度のグループで回答を A4 サイズ 1

枚の紙にまとめてもらった。提出された 84 グル

ープの回答を分析データとして扱う。自由記述

の回答を筆者を含む二名で以下 3 つのカテゴリ

ーにコーディングした：「自分らしくあるべき」

「状況に応じて柔軟であるべき」「男は男らしく，
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女は女らしくあるべき」。意見の不一致がある場

合は議論により解決した。  

(g)  第三層の質問：「日本をよりよくするためには

どうすればいいか」について第二層の質問と同

様に，講義中にグループで回答してもらった。

分析データは第二層と同じである。  

( j)  第四層の質問：講義後の課題として提出され

た，ジェンダーに関心のあるテーマについて自

分で調べて考えたことに関する受講者全員分の

記述を分析データとする。  

 

4 . 結果と考察  

4 .  1 （ b）第一層の質問  

 講義の始めに質問した「ジェンダーに関心はあ

りますか？」に対して，講義全体で興味があると

回答した学生は 327 名中 3 名（ 0 .9%）であった。

最も多かったのは「わからない」で，ジェンダー

という言葉すら聞いたことがない学生もいた。「興

味ない」に手を挙げた学生も理由を聞くとよくわ

からないからという理由であった。以上より，ジ

ェンダーについて予備知識が多少なりともある学

生は 1%程度で，残り 99％は「興味ない」「わから

ない」という結果であった。受講者は大学 1 年生

が中心であり，これまで小中高で特にジェンダー

について知る機会が少ないことがうかがえる。  

 

4 .  2 （ d）第二層の質問  

 第二層の 3 つの質問の回答結果を以下に示す。

はじめに①「日本はジェンダー平等だろうか？男

女格差指数は世界何位」（ 144 か国中）の回答の分

布を図 1 に示す。①の男女格差指数のランキング

の予想結果は， 84 ケースのうち中央値が 110 位，

平均が 107 .5 位で，最大値は 144 位，最小値は 63

位であった。講義当時最新の 2017 年の調査データ

では日本は 144 か国中 114 位であった。 2 )全体の

中央値は比較的正解に近い結果であったが，各グ

ループの回答は最下位から 63 位まで広く分布し

ている。グループでの回答をまとめるプロセスと

しては，個人の予想をそれぞれ述べて，平均値を

計算する方法と，理由を述べてメンバーが最も多

く納得した順位を決める方法がそれぞれ半数程度

見られた。グループの総意として出された予想は

高くとも 63 位であることから，全体的には，学生

は日本の男女格差指数は高い方ではないという認

識があることがこの結果からわかる。  

 次に②「男性の育児休暇取得率は」の質問の回

答結果を図 2 に示す。 84 ケースのうち中央値が

10％，平均が 12％で，最大値は 47％，最小値は

0 .2％であった。正解は 3 .16％で，前年度より 0 .51

ポイント増加し，比較可能な 1996 年度の調査以来

過去最高だった。正解の 3 .16%に対して中央値も

平均値も 10%を越えていることから，学生の認識

と大きくずれがあることがわかる。①の男女格差

指数ランキングの予想結果と比較すると，子供が

いる家庭が身近にない場合は実感しにくいのかも

しれない。実際に，最大値は 47％と現実からかけ

離れた数字を出したグループもあった。もし男性

の半数が育児休暇を取得しているなら身の回りに

もっといるはずであるが，学生にたずねたところ

全体で手が挙がったのは二人にとどまった。厚労

省が 2020 年度までに男性の育休取得率を 13％と

する目標を紹介し 1 9 )，現状とのギャップを埋める

ために何ができるか考えてもらった。  

 最後に，③「男性らしく，女性らしくあるべき

か」の回答について述べる。記述が確認できた 79

ケ ー ス の う ち ，「 自 分 ら し く あ る べ き 」 は 67

 

図  1 第二層：  

男女格差指数順位の

予想結果  

 図  2 第二層：  

育児休暇取得率の  

予想結果  
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（ 84 .8%），「状況に応じて男らしく，女は女らしく

あるべき」は 6（ 7 .6%），「男は男らしく，女は女ら

しくあるべき」は 5（ 6 .3%），「その他」は 1（ 1 .3%）

であった。「その他」は，複数の主張が含まれ一つ

に考えがまとまっていないものであった。この結

果より，84 .8%の大多数は「自分らしくあるべき」

という回答であることがわかる。（財）青少年研究

所の調査結果 1 8 )でも，日本の高校生は韓国，中国

とアメリカと比較して男女どちらとも「あるべき

だ」と回答した生徒が少なく，講義においても近

い結果になった。  

 「自分らしくあるべき」の意見では，「男性でも

女性向けの漫画が好きな人もいるから，それを誰

かがおかしいというべきでない」という意見など

が発表で出された。「状況に応じて」の意見は，「重

い荷物などは男性が持った方がいい」など，それ

ぞれの特性に応じてお互いに思いやりが大事だと

意見などが見られた。「男は男らしく，女は女らし

くあるべき」については全体の発表では意見は出

なかったが，「女性には女性らしく，男性には男性

らしくしてほしい」といったような異性に対する

期待や願望を持つ学生もいることがわかった。期

待を抱くことは個人の自由であるが，性役割の強

制にならないよう注意が必要であることを共有し

た。  

 

4 .  3 （ g）第三層の質問  

 第三層の質問は，講義の総括として「日本をよ

りよくするためにはどうすればいいか」である。

10 分程度のグループ・ディスカッションの後，す

べてのグループの代表者に発表してもらった。以

下に主な意見を挙げる。意見は，多い方から順に

①子育てに関する意見，②働き方に関する意見，

③教育に関する意見，④日常のコミュニケーショ

ンに関する意見の 4 つに分けられた。  

①  子育てに関する意見  

・子育て施設の充実化  

・男性に育児休暇をすすめる  

・子供が生まれた家庭にベビーシッターの案内が

届くようにする。  

・育児休暇を取りやすい雰囲気をつくる  

・教育費の援助  

・結婚や出産のお祝い金をあげる  

②  働き方に関する意見  

・女性の再就職への理解  

・クオーター制を導入し，重役に女性を選び男女

の割合を等しくする  

・男性の育児休暇を企業側が推奨する  

・会社の面接で性差を感じる質問をしない  

③  教育に関する意見  

・男女格差指数の順位が上位の国に研修に行って

学ぶ  

・教育面から変えていく  

・個性を尊重し偏見を持たせないために，道徳分

野に力をいれる  

④  日常のコミュニケーションに関する意見  

・プライベートのことを女性だけに問わない  

・男女格差をなくす意識を持たせるためにポスタ

ーなどで訴えかける  

 ①～④に挙げられた内容は相互に関係している

が，特に育児休暇取得については数字で可視化さ

れることから学生の関心が高かった。補足資料と

して，育児休業制度の国際比較ではスウェーデン

などで男性の育児休暇取得率が 8 割であるという

新聞記事 2 0 )を紹介した。挙手してもらったところ，

「機会があれば育児休暇を取得したい」という男

子学生は半数程度おり，能動的に育児に関わるこ

とについて考えるきっかけになったようである。

この他，全体的な意見として，このような身近な

ジェンダーに関する教育を小中高など早期に行っ

ていけば，進路選択の際に選択肢が増えるのでは

ないかといった教育の重要性が共有された。ジェ

ンダーを扱う教育場面においては男女比率の偏り

に注意しなければならない。工業大学では女子学

生が少数の状況が多くなるが，本講義では学部混

成クラスにすることで学部を越えた女子学生の仲

間づくりの機会にもなったようである。特に言語

化しにくい，なんとなく「やりづらい」といった
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問題を言語化し，共有できるコミュニティを形成

することが発達の側面からも必要不可欠であると

考える。  

 

4 .  4 （ j）第四層の質問  

 第四層の質問は，ジェンダーに関して興味を持

ったことについて自らテーマを決め，調べて自分

の考えをまとめるというものである。中には，1000

字近いレポートを提出する学生も見られた。大部

分の記述の最初には，ジェンダーについて講義で

学んだ際の印象の変化や講義の感想が書かれてい

た。その後，興味のあるテーマについて記述があ

った。  

 以下に，前者の講義の感想に関して特徴的な記

述が見られた学生 A～ F の回答の一部を紹介する

（下線および括弧内の補足は筆者による）。  

 

【学生 A】私は，最初ジェンダーと聞いた時なん

なのかよくわかりませんでした。聞いたことかが

なかったので，どんなことなのかと，少し興味が

湧きました。 講義の中で自分が思い当たる光景が

見えたりしました。グループワークでは，ジェン

ダーについて話し合いましたが，ただ差別と，一

纏めにしてしまい，出すべき結論が出ませんでし

た。また，男らしさ，女らしさでは，ほとんど意

見が出ませんでした。そこで思ったのは，こんな

に考えて，改善点が出て来ないということは，自

分たちの中に，男らしさ，女らしさの固定概念が

身についてしまっていて，それが当たり前と感じ

ているのではないかと思いました。これからは，

当たり前を当たり前と思わないようにしたいです。 

 

【学生 B】今回の講義でまず最初に思ったのは，

何故性別のことについて考えるのかという事でし

た。しかし，ニュース（注：（ c）相撲の事例）の

記事を見て次に思ったのが，どうしてこんな事が

起こるのだろうという事でした。私は小学校，中

学校，高校，特に小学校，中学校では男女の垣根

が本当になくて，男子だからとか女子だからとか

の概念がないので，あのニュースを見てなんでだ

ろう？ …と言うか，そんな事どうでもよくないか

と思いました。 ジェンダーについて海外でも問題

になっています。例えば途上国などで言うと，女

性の方が識字率が低いとか，所得が低いなどです。

日本は，ジェンダー・ギャップ指数が 144 カ国中

111 という残念な結果です。私は，日本がジェンダ

ー問題を解決したいのなら，指数上位の国である

北欧諸国の様な対策をしていけばいいと思いまし

た。  

 

【学生 C】この講義を受けるまではジェンダーと

いう言葉は知っていましたが，日本の詳しいジェ

ンダーについての問題点を知ることができました。

問題点を知ることができましたが具体的な解決策

を話し合いで出すことはできませんでした。少子

高齢化などはよく知られていますがジェンダーの

問題は比較的知っている人は少ないので自分もこ

れからジェンダーについて知ることから始め，知

識を深めないと解決点も見えてこないと思うので

まずは一つ一つ勉強したいと思います。  

 

【学生 D】授業後に自分の周りでも問題が起こっ

ているのか考えてみました。 すると， 2 つほど見

つかりました。 1 つ目は自分の家の出来事です。

私の母はもともと専業主婦でしたが， 3 年ほど前

から母は朝から夕方まで働くようになりました。

いままでは母は仕事もなかったので家事をしてい

たが，外で働き始めてからも家事は母がしていま

した。母はいつも父に「私も働き始めて家事をす

る時間も元気もあまりないのに何で私だけが家事

をしなければならないのか」と言っていました。

それからは母の負担が少なくなるように家族みん

なで家事を分担しています。この出来事は無意識

に家事は母がやることだと決めつけてしまったか

ら起きてしまったことだと思います。  

 

【学生 E】今回の授業ではジェンダーについて前

回よりもとても深く知ることができました。自分
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は高校時代を男子校で過ごし，女性という存在と

は近からず遠からず，他の人たちよりは遠い距離

でしかみることができていなかったのでジェンダ

ーと言われても高校の授業でこんなものとしか聞

いたことなかったので今回の授業はとてもために

なりました。自分もジェンダーについて今までを

振り返りながら「自分のあの時の行動はどうだっ

たのだろうか」など「あの人のあの行動は違うの

だろうか」とジェンダーについてすごく考える機

会を与えてくれる講義となりました。  

 

【学生 F】自分は授業が始まる前までは，少子高

齢化よりもさらに興味のわかないものであったが，

授業を聞くと，ジェンダーとは何なのかをもっと

知りたくなった。 自分はジェンダー（による差別）

については反対であるが，世の中では女らしくし

ても男らしくしても時と場合によっては許される

ときがある。（中略）ではなぜ，この行動がジェン

ダーではないのか。そしてここまで考えてくると，

そもそもジェンダーとは何なのかと考えてしまう。

このように考える人も少なくはないと思う。自分

はこれについて調べてみたが結局わからなかった。

しかし，ジェンダーをなくすためには人が嫌がる

ことを言わないようにすればなくなるのではない

かと思った。これは小学生の頃から言われ，こん

な言葉は小学生ぐらいにしか使わないだろうと思

っている人もいるだろうが，大人になってからこ

そ，この言葉は必要不可欠なのではないかと自分

は思う。なので自分はこれから人が嫌がるような

ことは絶対言わないようにしていく。それだけで

日本もほんの少しは変わるかもしれない。  

 

 講義のはじめに抱いたジェンダーの印象として，

「聞いたことがなかったので興味を持った」（学生

A，F）という学生や，「なぜ考える必要があるのか

と疑問に思った」（学生 B）学生や，「言葉は知っ

ていた」（学生 C）という学生に分かれた。話し合

いの過程で，学生 B のようにこれまでジェンダー

に配慮した教育環境でこれまで過ごしてきたと考

えられる学生と，そうでない学生がおり，過去の

経験によって講義の受け止め方が大きく異なるこ

とがわかる。特に，男子校・女子高など別学出身

の場合と，共学出身の場合とでは出される意見や

例も異なった（学生 E）。一方，学生 D は自分の身

の回りにあるジェンダーの問題として家庭の事例

を挙げていた。また過去を振り返りそれがジェン

ダーの問題だったことを再認識したという記述も

あった（学生 F）。  

 他方，問題は理解できても解決策については，

「固定概念が強過ぎて考えが及ばない」（学生 A）

という意見も多く，そのため「男女格差の少ない

国に学ぶ必要性」（学生 B）や，「知識を身に付け

勉強する」（学生 C），「人が嫌がるようなことは絶

対に言わない」（学生 F）といった自分ができるこ

とを挙げた意見もあった。第四層の質問を通して

これまで当たり前と思っていたことを見直したり，

世の中には多様な見方があることを認識し，異な

る意見を尊重し，絶えず自己の考えを問い続ける

ことの重要性を認識する機会になったと考えられ

る。  

 自分の興味関心のあるテーマについては，世界

の育児休暇取得状況，世界女性会議，働き方，育

児に対する認識，同性同士の婚姻，LGBT，クオー

ター制，国際女性デー，マタニティハラスメント，

レディースデイ，ジェンダーギャップなどがあっ

た。講義で考えたことを踏まえてさらに自分が知

りたいテーマを決定し，調べて述べたことで，自

分の意見や信念が強くなっていることがうかがえ

る。「ジェンダーについては高校の現代社会で少し

触れた以来で，深く学ぶことがなかったため良い

機会だった」という記述も見られた。学校教育に

は隠れたカリキュラムが存在しているからこそ，

大学でジェンダーについて知識を得て，国際的な

流れを理解することは現代社会に求められる教養

の一つと言えるだろう。「ジェンダーという言葉は

なんとなく知っていたけどしっかりとした知識と

して身についたと思う。難しい問題だけれどこの

ような問題について考えることは大切なことだろ
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うと思いました」という記述のとおり，正解はな

いからこそ身近な問題から考え続けていくという

姿勢が最も重要であると考える。  

 

5 . まとめと今後の展望  

 本研究は 2018 年度前期「知と教養」における

「ジェンダー」の授業内容を紹介し， 4 層の質問

アプローチによる学生の講義内容の受容プロセス

を明らかにすることを目的とした。第一層の質問

では大部分の学生がジェンダーについて聞いたこ

とも考えたこともないという状況であったが，第

二層の質問でグループでクイズに取り組み日本の

現状を知り，第三層の質問で未来志向の問題解決

に取り組んだことにより，身近な問題としてジェ

ンダーを捉え，自分から今できることについて考

えるきっかけになったと考えられる。また第四層

の質問では，講義後に振り返り，洞察する過程で

これまでの経験の中でジェンダーに関連している

事柄を認識し，再解釈するなどの記述が見られた。 

 一方で，課題も多く残されている。本学の学部

構成上，講義では女子学生が少数になるため，講

義では言いづらい問題も存在する。性別に関わら

ず，「やりづらい」という悩みや問題を抱えている

学生に対してどのようなケアができるのか，講義

を越えた対応が求められる。事例についても，日々

刻々と変化するこの問題の最前線を講義で伝えら

れるよう，手法はもちろんのこと扱う事例につい

ても知識獲得に努める必要がある。  
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教員養成における「傾聴」ワークショップの学習成果 

―探究的に教育理念を形成するカリキュラムの構築を目指して― 

 

白 坂 正 太（社会環境学科／教養力育成センター） 
 

Learning outcomes of “listening closely” workshops in teacher-training course 
- For the construction of the curriculum forming ideal of education inquisitively - 

 

Shota Shirasaka (Department of Socio-Environmental Studies /  
Center for Liberal Arts) 

 

Abstract 

 

 A purpose of this report is to consider what kind of educational program is necessary so that the student of the teacher-

training course forms ideal of education. As an example of that purpose, the learning outcomes of “listening closely” workshop 

was analyzed. The analysis clarified different characteristics depending on the nature of the students. 

 

Key words: teacher-training curriculum, learning outcomes, ideal of education, text analysis 

 

1 . はじめに  

 本稿は，教職課程を履修する学生が自身の教育

理念を作り上げていくために，どのような学習の

過程が必要になるのか，具体的な教育プログラム

の実践事例とその学習成果を基に検討を行うもの

である。  

 学校教育における教育理念については，文部科

学省によって，「子どもたちに求められる学力（学

力観）」「総合的な学習の時間」「学校週 5 日制」の

3 つの視点から整理が行われている 1 )。これらの

視点を簡単にまとめてみると，教育の場を学校現

場に閉じず，学びを社会の中で活用する機会を確

保しつつ，より実践的な力を身に付けることが目

指されているといえるだろう。これは，平成 29 年・

30 年 に 改 定 が 行 わ れ た 学 習 指 導 要 領 の 中 で も 触

れられている「社会に開かれた教育課程」に集約

されていると捉えることもできる。  

 これらの背景には soc ie ty 5 .0 の到来による産業

構造の変化による人間に求められる能力の変容も

大きい。インターネットの普及によって，様々な

職種の仕事が統合的に捉えられるようになり， AI

技術による機械化も進む。そのために，我々人間

には，どのような仕事をどのようにまとめ，どの

ように展開していくのかといったプログラムを形

成する力が求められるようになる。すなわち，作

業的な仕事は AI 技術の活用などによってロボッ

トに一元化され，それらを形成・指示する仕事を

我々人間が担うようになるのではないかというこ

とである。そのために，次世代を担う子どもたち

には物事を「探究する力」が求められるようにな

るのである。  

 さらに，AI 技術の発展によって，そうしたプロ

グラム開発自体も機械的に行われるようになる可

能性も考えられる。そうした場合，我々人間にど

のような能力が求められるようになるのか，社会

の流動性と合わせて検討を行っていく必要がある。 

 上述の通り，学校教育では，社会で求められる

力を子どもたちに身に付けさせる場であるので，

「社会的に必要な力は何か」という問いに対して，

常に向き合うことが求められる。その意味で，学



－ 22 － 

校現場の教員は，この問いに対する自身の教育理

念を作り上げていく探究的な過程が必要であると

考えられる。  

 そのため，教職課程を履修する学生においては，

こうした背景を理解し，自身の教育理念を形成し

ていく必要がある。特に，「何を」「どのように」

教育するのかについては，明確に自身の教育理念

を持つ必要があるといえるだろう。そして，この

形成過程は，先の文部科学省の教育理念の「総合

的な学習の時間」で整理されている「探究的な学

習過程」2 )と重なるところも大きい。子どもたちの

教育の中で枠組みとなる「探究的な学習過程」を

経験的に理解するためにも，教職課程のプログラ

ムに組み込んでおく必要があると考え，本稿で分

析を行う授業実践に至った。  

 本稿では，教職課程を履修する学生が教育理念

を作り上げるための教育プログラムの実践事例と

その学習成果を検討することで，教職課程におけ

る教育理念形成のための探究的な学習の在り方に

ついて考察を行う。  

 

2 . 分析対象の授業実践  

 分析を行う対象事例は，筆者が 2019 年に行った

「教育方法論」（対象学年： 2 年，受講生： 47 名）

第 4 回目の講義で行った「傾聴」ワークショップ

である。このワークショップでは，学生をペアに

し，話し手と聞き手の役割に分ける。その後，話

し手は自分の好きな話しを行う。この工程は各 2

回行う。話し手は普通に話しをするわけであるが，

聴き手は，1 回目は肯定的に聴き，2 回目は悪態を

つきながら聞くというものである。また，この様

子を別のペアの学生が静観し，考察を行うもので

ある。学生にどのような指示を出したのかについ

ては，図 1 の通りである。このワークは，学習環

境が与える影響を考えさせるためのもので，①主

体的な態度は，授業において他の学習者に対して

も影響を与える，②主体的な態度は当然その当人

の学習成果にも影響を与えると考えられるが，他

の学習者の学習意欲にも影響を与える，③主体的

な学習をうまく引き出していくことによって，学

習内容の定着を高めることができると考えられる

ことを経験的に理解させる目的で行った。  

 

3 . 学習成果の考察  

 授業後は，学習成果を問うアンケートとどのよ

うなことを学んだか記述するレポートを課した。

図  1 「傾聴」のワークショップの流れ  
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本稿では，これらを分析の対象とし，考察を進め

ることとしている。  

 

3 .  1 アンケート調査結果からの考察  

 まずは，アンケートの結果（表 1）から考察して

いこう。設問は，「生徒の授業態度が他の生徒の学

習意欲に影響を与えることが理解できた」「意欲的

に学習する者に，より積極的に関与しようと思っ

た」「授業態度が悪い生徒に対して，注意する自信

がある」「学習環境を整える上で，生徒一人一人の

授業態度を正すことは必要であると考えている」

の 4 つである。前 2 つが学習成果を問うものであ

り，後 2 つは，授業後の自身の状態について問う

たものである。これらの問いに対して，「全くそう

思わない」「あまりそう思わない」「少しそう思う」

「とてもそう思う」の 4 段階の選択肢を設定した。 

 授業のねらいから考えると，「とてもそう思う」

を選択した学生が多く，「全くそう思わない」を選

択した学生が少ないことを期待するものである。

そのため，「全くそう思わない」を選択した学生が

いなかったことは，今回行った「傾聴」ワークシ

ョップにおいて，理想的な学習成果が得られたこ

とを示していると考えられる。  

 一方で，「授業態度が悪い生徒に対して，注意す

る自信がある」という設問に対して，10 名の学生

が「あまりそう思わない」と答えていることは課

題として捉えるべきだと考えられる。今回のワー

クショップによって，「生徒の授業態度が他の生徒

の学習意欲に影響を与えることができた」学生が

多く存在する一方で，注意を行うことに自信がな

ければ，それを正すことが難しいかもしれない。

もちろん，現段階の受講学生は 2 年生であり，ま

だ多くの教職科目を履修している状況ではないが，

今後の教職課程の授業を履修する中で改善が図れ

るようなカリキュラム作りの必要性を示唆するも

のではあるだろう。  

 また，教育理念を形成する上で必要なことは自

身の考えを練り上げることである。そのため，自

身と異なる考えを持つものとディスカッションを

行い，考えの整理をさらに進めていくことも重要

である。その点で，これらの設問で「あまりそう

思わない」と考える学生に着目し，その声を引き

上げる必要もあるだろう。今回の「傾聴」のワー

クショップでは，悪態をつきながら聞く相手に，

自分が好きなことの話しをしなければならない。

そのため，そのような態度がもたらすデメリット

は経験的に理解できたはずである（詳細について

は次項にて）。しかしながら，設問に対して，「少

しそう思う」「とてもそう思う」を選択しなかった

理由があるはずであり，その点を全体と共有し議

論することで教育理念を練り上げるきっかけとな

り得る。今回の授業ではここで，各項目で「あま

りそう思わない」と考えた者の考え方を全体で共

有するに至らなかったが，今回のアンケートを通

して全体で議論しながら教育理念を作り上げる機

会を保障する必要があるという結果が得られた。

次年度以降，こうした少数の考え方から教育の在

り方を考えられるきっかけ作りができるようなプ

ログラムも構築していきたい。  

 

  

表  1 「傾聴」ワークショップのアンケート結果  

設問

生徒の授業態度が他の生徒の学習意欲に影響を与えることが理解できた。 0 （ 0% ） 1 （ 2.13% ） 11 （ 23.40% ） 35 （ 74.47% ）

意欲的に学習する者に、より積極的に関与しようと思った。 0 （ 0% ） 1 （ 2.13% ） 10 （ 21.28% ） 36 （ 76.60% ）

授業態度が悪い生徒に対して、注意する自信がある。 0 （ 0% ） 10 （ 21.28% ） 26 （ 55.32% ） 11 （ 23.40% ）

学習環境を整える上で、生徒一人一人の授業態度を正すことは必要であると考えている。 0 （ 0% ） 2 （ 4.26% ） 12 （ 25.53% ） 33 （ 70.21% ）

全くそう思わない あまりそう思わない 少しそう思う とてもそう思う
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4 . レポートの内容からの考察  

 次にレポートの内容から考察していこう。内容

の取りまとめ及び分析には KHcoder を用いて行っ

た。KHcode r による分析は，「データを要約する際

の手作業を省くことで，分析者のもつ理論や問題

意識によるバイアスをより明確に排除することが

できる」 3 )（樋口 2014）ので，使用することとし

た。まずは全体の特徴をつかむために，共起ネッ

トワーク（図 2）を作成した。それぞれ，どのよう

な文章が出てきているのかも合わせて確認してい

こう。共起ネットワークによって，形成された語

群のグループは 11 群であった。そのうち，5 つの

群が 3 語以上で構成されている。それぞれ語群グ

ループの特徴を読み解くことで，今回実施した「傾

聴」のワークショップから学生がどのような学び

を得ることで，教育理念を形成していくのか考察

を行っていく。  

 

4 .  1 A 群  

 A 群は，授業で行ったワークショップの内容を

中心に構成されている。「話し手」「聞き手」「肯定」

「無視」といったワークショップで演じた役割に

関するものが多い。その中で，学生の学びが可視

化されているものとしては，「態度」という言葉が

注目に値する。この言葉からは， 3 つの学習成果

を読み取ることができた。  

 1 つ目は，「聞き手側の態度によって，話し手の

モチベーションや話す内容が変化するということ

を実感することができた」や「話し手も聞く手も

話に対する態度によって相手にも大きく影響を与

図  2 レポートの共起ネットワーク  
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えてしまうことに気づくことができた」といった

レポート内容から，聞き手の態度が話し手の話す

内容に影響を与えることを理解したというもので

ある。教員として教壇に立つことを考えれば，生

徒の学習環境を整える以上に，自身のモチベーシ

ョンを保つという意味でも環境づくりの重要性を

理解したことを窺い知ることができた。  

 2 つ目は，「全く話を聞く態度ではない状態で話

を聞くと相手の話していることが全く頭に入って

くることがなかった」や「態度が悪いと話し手も

話が続きづらくまた聞き手も内容が入ってこない」

といった内容から，聞き手の態度によって学習効

率が変わること理解したというものである。生徒

の授業態度を正すことは，その生徒の学習環境を

整えることにつながることを理解した様子が読み

取れる。そのため，先のアンケート結果で得られ

た「授業態度が悪い生徒に対して，注意する自信

がある」において，「あまりそう思わない」を選ん

でいる学生も多くいることを踏まえれば，この点

を克服するカリキュラム作りの必要性が考えられ

る。  

 3 点目は，「 1 人が態度を悪くしてしまうと他の

人もつられて態度が悪くなってしまう」や「もし，

クラスの生徒達全員の授業を受ける態度が良けれ

ば，みんなが頑張っているからと一人一人が授業

に前向きに取り組むことができ，それによって知

識や技能の向上にもつながる」といった内容から，

聞き手の態度が他者の学習に影響を与えることを

理解したというものである。この点は，単に学習

のみならず生活習慣等も含めて，一人の生徒が周

りに与える影響を考えるきっかけとなったのでは

ないかと思われる。  

 

4 .  2 B 群  

 B 群は，「立場」や「雰囲気」，「学習」といった

言葉から構成されており，その内容も現在の自身

の学習態度やこれまでの学習環境と関連させて書

かれている内容が中心となっていた。その中でも

特に「先生」という言葉が注目に値する。この点

に着目すると，自身のこれまでの学習態度を改善

する必要性を感じている学生の様子が窺える。例

えば，「このような（悪態をつきながら授業を受け

る）ことを普段，先生に対してしてしまっている

ので改善したいと思いました」「今回のワークショ

ップを通じて，自分自身が今までの学校生活の中

で，先生方に対して，話を無視して聞いていた場

面があったんじゃないかと思いあたる節があり，

少し申し訳なさが出てきた」といった内容の記述

である。学校で教員は，知識を教授することが重

要であるが，もちろん人としての在り方や生き方

についても教授する必要がある。今回のワークシ

ョップで行ったような悪態をつきながら授業の受

ける方法が適切であるかを感覚的にも理解するこ

とにつながったのではないかと思われる。  

 さらに，こうした状況を学校の授業中に置き換

えて将来的なことも想定しながら考えることがで

きている学生も見られた。例えば，「もしこれが授

業を行なっている立場だったなら，先生の好きな

分野を一方的に教えているため，生徒は興味なさ

そうにしている図にも見えるなと思いました」や

「もし，その時に私が教壇に立っている先生の立

場だとしたら，非常に嫌な気持ちになり生徒との

意思疎通が出来ず生徒が理解できているのだろう

か，と大変不安な気持ちになっていたと思います」

といった記述から読み取れる。これらの記述から

は，教員になったときに起こりうる課題を先取り

して考えるきっかけになったのではないかと思わ

れる。  

 

4 .  3 C 群  

 C 群は，「重要」「大事」「やる気」といった言葉

が「教育」という言葉を囲う形で構成されている。

自身の教育理念を作り上げる上で重要である「教

育とはどうあるべきか」を問う内容が多く含まれ

るものとなっている。その中でも特に，「教育」と

いう言葉に着目したいとも思う。  

 「教育」という言葉が出現するレポートでは，

教育において何が重要であるかに言及したものが
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多くなっている。例えば，「子供の教育において重

要なことはまず何を伝えたいのかをはっきりする

ことが大事なことだと思う」，「やはり見るのと実

際にやってみることは全く違いあまり上手く出来

ない子が出てくると思うので，技能面の教育につ

い て 重 要 な こ と は あ き ら め さ せ な い こ と だ と 思

う」，「子供の教育において重要な要素は，授業を

受ける子どもたちの結束力や統一感が重要である

と考える」といったものである。  

 こうした内容を学習成果として捉えれば，教育

理念を形成する上で一定の役割を果たしていると

いえる。一方で，形成されつつある教育理念を練

り上げていくためには，この後ディスカッション

を入れる等のカリキュラムの追加が必要であった

とも思われる。この点は次年度以降，検討を重ね

たい。  

 

4 .  4 D 群  

 D 群は，「伝える」「目的」「知識」といった言葉

から構成されている。伝える内容が定着するため

に必要なことを考えられたものとなっている。こ

こで，注目に値する言葉は，「知識」という言葉で

ある。今回のワークショップでは，相手が知らな

い内容を伝えるという課題は出していない。それ

にも関わらず，レポートで「知識」という言葉多

く出現した理由として，学生が教師として生徒に

知識を伝達することをイメージしながら，このワ

ークショップに臨んだからであると思われる。そ

こで，いくつか例文を確認しながら，検討を進め

てみよう。  

 「知識」という言葉が出現するレポートでは，

特に伝えることと関連させて記述しているものが

中心であった。例えば，「目的が決まってもその事

に関する知識がなければ生徒に上手く伝えること

が出来ないし，その事についての知識だけを知っ

ていてもその目的を簡単に伝えられるような例え

を考えられるような知識も知っておかなければな

らないと思うので，その目的の知識がないのなら

ネットや詳しい人に聞くなどして，しっかりと自

分がまず理解をして，上手く伝えられるように予

習をすることが大事だと思う」，「授業についての

専門的な知識を，時事問題や私たちの生活に身近

なものと関連させることが非常に重要だと思いま

した」といった内容のものである。  

 これら記述は，知識同士の関連性や一つの知識

をいろんな場面に応用する知識の活用に関するも

のである。この点は，昨今特に重要視されるよう

になったカリキュラムマネジメントの視点でもあ

る。本授業を受講する学生は 2 年次であり， 3 年

次より修得を目指す教科の教育法を受講すること

となる事を踏まえれば，単に専門的な知識を教授

するのではなく，他教科との関連性を意識した授

業展開を行う心構えができたという意味で，有用

なものであったと思われる。  

 

4 .  5 E 群  

 最後に E 群の構成から考察を行っていこう。 E

群は，「目」を中心に「見る」「気づく」「続ける」

といった言葉から構成されている。ここでは，自

身が考えていることをうまく伝えていくためには

どのようにすれば良いのかについて考えられた内

容が中心となっている。 4 つの言葉の中でも，そ

の中心に存在していた「目」という言葉がどのよ

うに使用されているのかをみていこう。  

 「目」という言葉が出現するレポートでは，特

に目を見て相手と対話することの重要性に関する

ものが中心であった。例えば，「二人一組で会話を

した際に相手側が目を見て話を聞いてくれたり，

話に乗っかってくれるととても話やすかったです

が，無視されると話を続けることができなくなり

悲しくなりました」や「逆に自分が話を聞く側の

時は，最初は普通通りに相手の話を聞く際は目を

見て，積極的に話を聞いたので相手の話が自然に

頭に入ってきたが，全く話を聞く態度ではない状

態で話を聞くと相手の話していることが全く頭に

入ってくることがなかった」といったものである。 

 これらの記述からは，目を見ることの重要性か

ら，話しを聞くときの態度についても考察が及ん
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でいるものであるといえる。すなわち，目を見る

ことで自然と相手の話す内容が頭に入り，学習効

率が上がること，逆に相手の目を見ずに話しを聞

くことで話の内容をうまく理解できず学習効率が

下がることを経験的に理解するきっかけとなって

いるということを意味している。この点は，生徒

の学習環境を整える重要性をより深く理解すると

いう意味で，学習成果があったといえよう。  

 

5 . ワークショップからみる学生の教育理念形成  

 次に「傾聴」ワークショップと学生の教育理念

形成の関係性について考察を行ってみたい。「教育

方法論」の全体の授業（ 15 回全て）後に，「自身の

教育理念を形成することができた」という問いに

対して，「全くそう思わない」「あまりそう思わな

い」「少しそう思う」「とてもそう思う」の 4 つか

らはてはまるものを選択させる形式の質問を行っ

た。その結果，「全くそう思わない」は 0 名，「あ

まりそう思わない」は 2 名，「少しそう思う」は 22

名，「とてもそう思う」は 23 名という結果が得ら

れることとなった。そこで，今回は「あまりそう

思わない」は 2 名，「少しそう思う」は 22 名のグ

ループをまとめて一つの変数を作成し（計 24 名と

なる），「とてもそう思う」を選択した学生との比

較を行った。比較方法は， KHcode r を用いた対応

分析である。授業全体を通して自身の教育理念を

形成できたと自信を持って主張できる学生とそう

ではない学生の比較ができるため，今後の指導に

おける一定の指針が得られると考えたため，今回

この分析を導入することとした。分析結果は，図

3 の通りである。なお，今回は 2 変数のみを用い

ての分析のため，成分 1 と成分 2 の性質について

言及することは避けるので，ご留意いただきたい。

教育理念が強く形成されたグループと教育理念が

少し形成されたグループの比較から読み取れこと

は 2 点である。  

 まず一点目は，出現する項目数の違いである。

今回のグループ分けでは，22 名と 23 名であり，1

名ではあるが教育理念が少し形成されたグループ

の方が構成する人数が多い。それにも関わらず，

出現した項目は圧倒的に多い（おおよそ 29 語対

11 語）。この結果が意味することは，最終的に教

育理念を強く形成できたという学生の方が，「傾聴」

ワークショップでのレポートの記述量が多いとい

うことである。分析では，レポート全体の記述か

ら出現率の高い言葉を抽出し，その後その言葉が

それぞれの変数においてどのように出現するかに

よって，図表内での位置が決まってくる。そのた

め，単純に記述量が多くなれば，出現する言葉の

数も多くなるというわけである。今回のワークシ

ョップ後の課題では， 2 00 字以上という制限を設

けていた。上限については定めていないため，学

びをより多く言語化できた学生ほど，教育理念を

強く形成できるということが明らかになったとい

える。  

 2 点目は，それぞれのグループを象徴するとも

いえる対角線上から最も離れた距離にある言葉の

性質の違いである。教育理念が強く形成されたグ

ループからは「知識」が，教育理念が少し形成さ

れたというグループは，「寝る」が，それぞれ該当

する。上記 2 つの言葉の用いられ方を確認しなが

ら，考察を進めてみよう。  

 「知識」という言葉は， D 群の考察でも行った

ように，知識を活用することを意識した記述が中

心となっている。すなわち，「知識」という言葉を

用いた学生には，自身の専門教科のみならず，他

教科との関連までを視野に入れた教育方法の必要

性を加味した教育理念が形成されつつあることを

意味していると解釈できる。  

 一方で，「寝る」は，「自分もあまり授業で寝な

いように善処していたが 1 回も寝たことがないわ

けではない」「先生が一生懸命に話している時に生

徒がやる気がなかったり，疲れて寝ている時，喋

って無視されている時はこのような気持ちだった

んだと気付きました」といったような形で用いら

れている。これまでの授業の中での自身の学習態

度を反省するものが中心となっている。この点か

ら，教育理念が少し形成されたグループの学生は，
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教員として教壇に立った時のイメージすることで，

まずはこれまでの自身の振る舞いを反省すること

から始めていると捉えることができる。大学入学

前の学校段階での学習を，自身の目的と結び付け

ることは容易ではないため，これまでの学校での

学習に身が入らなかったことがある学生は少なく

ないだろう。そうした自身の経験と教育の在り方

を結び付けたとき，これまでの経験から反省を行

うことから始めていると捉えれば，教育理念を形

成する上での基盤づくりができたと解釈すること

もできよう。  

 以上，今回のワークショップでは，教育理念形

成の程度の差はあったものの，それぞれの性質に

わせた学習成果が得られているため，その効果は

高かったと考えられる。  

 

  

図  3 教育理念形成の強さによる対応分析  
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6 . おわりに  

 本稿では，教職課程を履修する学生が自身の教

育理念を作り上げていくためにどのような学習の

過程が必要になるのかについて，「傾聴」ワークシ

ョップによる学びを対象として，共起ネットワー

クの作成（第 4 章），教育理念形成の強弱を軸とし

た対応分析（第 5 章）によって，その学習成果を

可視化し考察を行った。その結果，「傾聴」ワーク

ショップによって，教育理念を形成する上で有効

に機能していること，学生の性質に違いによって

その程度の差が生じることも確認された。特に，

教育理念を強く形成できたといえない学生のグル

ープにおいては，今回のワークショップの学びを

学校現場の具体的な状況をイメージしながら，言

語化することに難があるという分析結果が得られ

た。児童・生徒に探究的な学習過程の在り方とそ

の重要性を理解させていくためにも，教師も様々

な学びを探究的に深めていく素地を持っておく必

要がある。  

 「教育方法論」は，児童・生徒が身に付けるべ

き能力，そのための教授法について，履修学生自

身の考え方を醸成することを目的としている科目

である。探究的に教育理念を形成しながら，それ

をうまく言語化していくにもつながる科目として，

より一層のプログラムの充実を図りたい。  
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電子情報工学入門におけるアクティブ・ラーニング型授業の 
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A Report of Active Learning in “Introduction to Robotics Engineering” and Its 
Evaluation Using Rubrics 
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Abstract 

 

 This paper reports an active learning conducted in “Introduction to Information Electronics” during 2015-2019 years. As the 

active learning strategies, a pair learning and self-evaluation based on rubrics were used in this class. To evaluate this active 

learning, we investigated the result of rubrics and questionnaire surveys using t-tests. The evaluation results revealed that the 

class “Introduction to Information Electronics” received a high evaluation from students, and the proposed teaching method is 

helpful to develop the ability of “Thinking”, “Action”, and “Team Work”. 

 

Key words: Active learning, Pair learning, LEGO mindstrom, Rubrics, Questionnaire survey 

 

1 . はじめに  

 文部科学省の「新しい学習指導要領の考え方－

中央教育審議会における議論から改訂そして実施

へ－」 1 )において述べられている通り，「主体的・

対話的で深い学び」，すなわち，アクティブ・ラー

ニング 2 )の視点からの授業改善が求められている。

言うまでもなく，この「主体的・対話的で深い学

び」を，初等中等教育機関のみならず，大学等の

高等教育機関においても導入・実現する必要があ

り，この深い学びを通じて，「学びを人生や社会に

生かそうとする学びに向かう力・人間性等の涵養」，

「生きて働く知識・技能の習得」，ならびに，「未

知の状況にも対応できる思考力 ･判断力 ･表現力等

の育成」を行うことが高等教育機関においても求

められる。  

 本学，福岡工業大学は，文部科学省が支援する

大学改革の取組の一つである 2014 年度「大学教育

再 生 加 速 プ ロ グ ラ ム （ Acce le ra t i on  Program fo r  

Univers i ty  Educa t ion  Rebui ld ing：AP）」3 )において，

“テーマⅠ：アクティブ・ラーニング”に採択さ

れており，教職協働の下，授業改善に向けた様々

な取り組みが継続的に行われている。これらの取

り組みの一つとして，学内において様々なアクテ

ィブ・ラーニング型の授業が展開されているが，

このアクティブ・ラーニング型の授業がどのよう

に実施され，どのように学生の学びへと繋がった

のかということを明らかにすることが今後必須と

なる。そのためには，実践事例の蓄積によって教

職員間での知識の共有を行った後，本学における

アクティブ・ラーニング型授業全体の分析・評価

する必要がある。  

 本論文においては，その分析・評価を行うため

の資料を提供することを目的とし，本学工学部電

子情報工学科の“電子情報工学入門（旧：ロボッ

ト工学入門）” 4 )において導入したアクティブ・ラ

ーニング型授業の事例紹介を行う。また，同アク

ティブ・ラーニング型授業の評価を， 2015～ 2019

年度までの過去 5 年間に実施した定期授業アンケ
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ートの結果，ならびに，2016～ 2018 年度までの過

去 3 年間に実施したルーブリック評価 5 , 6 )の集計

結果を基に行う。  

 

2 . 電子情報工学入門の授業形式  

 初年次導入科目である本授業は，ペア・ラーニ

ングを利用したグループ学習型の授業である。授

業においては，担当教員 2 名（本学教員 1 名，非

常勤教員 1 名）と学生アルバイト 2 名による指導

の下，受講者は 2 名一組で 1 台のロボットの作製

とそのプログラミング制御を行う。本授業の教材

には，図 1 に示す LEGO Minds to rms  NXT を使用し

ており，受講者は高級プログラム言語 NXC（ Not  

eXac t ly  C）を用いてロボットを制御する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  1 授業教材  

 

 本授業は 15 週全てがアクティブ・ラーニング型

の授業であり，受講者には毎授業終了後にルーブ

リックを用いた自己評価が課される。具体的な授

業の内容は，第 1～ 7 週までが“プログラム言語

NXC の基礎的な学習とアイディアロボット製作”，

第 8 週目が“製作ロボット発表会（中間発表）”，

最後に第 9～ 15 週目が“ NXC の応用的な学習とラ

イントレースロボットの作製”となっている。ま

た，授業中に作製したライントレースロボットの

競技会を本学のオープンキャンパスにおいて実施

することで，授業成果を学外へ公表する仕組みを

もつ。なお，オープンキャンパスの同競技会には，

過去 3 年にわたって，「株式会社未来へのとびら」

の「 Akky 先生のキッズプログラミング教室」から

塾生が参加しており，学外との連携による学習成

果物の評価が行われている。  

 図 2 に，本授業の具体的な流れを示す。まず，

前半の“プログラム言語 NXC の基礎的な学習とア

イディアロボット製作”においては，担当教員が

自作した授業テキスト，ならびに，福岡工業大学

WEB 学生情報ポータルサイト my FIT 上で配布さ

れる資料を用いて授業が行われる。本授業では，

授業単元毎に 2 種類の課題が受講者に与えられる。

この課題は，個人で取り組む演習課題とペアで取

り組む協力課題から構成されており，個人でプロ

グラミング作成に取り組むだけでなく，協力して

ロボットの作製とプログラミングを行わせること

で，学生同士の学びが起きるような仕組みを設け

ている。また，この前半の学習においては，各ペ

アが互いに協力しながら，アイディアロボットを

作製する。  

 続く中間発表においては，各ペアが作製したア

イディアロボットの発表会が実施され，教員によ

る評価が行われる。この発表会は， 2 つのパート

から構成されている。具体的には，作製したアイ

ディアロボットをパワーポイントを使って説明す

るプレゼンテーション・パートと，アイディアロ

ボットの実演を行うパフォーマンス・パートから

構成されており，各ペアにおける双方の受講者が

必ず全受講者の前でプレゼンテーションを行う仕

組みをもつ。  

 後半の“ NXC の応用的な学習とライントレース

ロボットの作製”においては，これまでの学習内

容を基に各ペアが協力してライントレースロボッ

トを作り上げ，学生アルバイトが準備したコース

を完走するという課題が課される。また，毎年の

オープンキャンパスにおいては，ここで作製した

ライントレースロボットを用いた LEGO ロボット

競技会が，外部プログラミング教室の塾生を招い

て開催される。  
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( c )  

図  2  授業の流れ：(a)アイディアロボットの製作，

(b)中間発表， (c)LEGO ロボット競技会  

 

3 . 授業の分析と評価  

3 .  1 定期授業アンケートに基づく分析と評価  

 本節では，福岡工業大学において実施されてい

る定期授業アンケートの結果を基に， 2015～ 2019

年度の過去 5 年間に“電子情報工学入門（旧：ロ

ボット工学入門）”において導入したアクティブ・

ラーニング型授業を評価する。ここで，調査期間

を 2015～ 2019 年度に定めた理由は，定期授業アン

ケートの質問内容が 2014 年度以前と 2015 年度以

後とでは異なるためである。  

 はじめに，設問事項「 6．この授業の内容は全体

として意義あるものでしたか。」に対する過去 5 年

間の回答結果を表 1 に示す。同表から明らかなよ

うに，過去 5 年間の平均が 3 .69（評価の最大値は

「 4」）となる非常に高い平均評価ポイントが得ら

れており，受講者の多くは本授業が“意義がある”

と感じていることがわかる。  

 

表  1 設問事項 6 に対する回答  

実施  

年度  
平均評価  

ポイント *
受講者数  回答率  

2019  3 .78  58 名  65 .52% 

2018  3 .69  53 名  86 .79% 

2017  3 .70  49 名  61 .22% 

2016  3 .60  59 名  84 .75% 

2015  3 .70  44 名  61 .36% 

*  評価の最大値は「 4」  

 次に，設問事項「 5．この授業を通じて実際に伸

ばすことができたと実感している『力』は何です

か。当てはまるものを 3 つまで選んでください。」

に対する過去 5 年間の回答結果を，各調査年度の

回答数で正規化した値を図 3 に示す。ここで，図

3 中の A～ I の各選択項目は，表 2 の内容に対応し

ている。同図から明らかなように，受講者が伸ば

すことができたと実感している『力』は過去 5 年

にわたって概ね一致しており，「 I チームで仕事

をするための能力」，ならびに，「 D 当該分野にお

いて必要とされる専門知識とそれらを応用する能

力」が高い値となっている。また，本アクティブ・

ラーニング型の授業が受講者の主体的な学びにつ

ながっているのならば，選択項目 G，H，ならびに，

I の値が高くなるはずであるため，選択項目 A～ F

の回答数と選択項目 G～ I の回答数との比率につ
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いて調査を行った。図 4 に，選択項目 A～ F の回

答数の平均値と選択項目 G～ I の回答数の平均値

との比率を示す。同図から明らかなように，選択

項目 A～ F の回答数の平均値よりも，選択項目 G

～ I の回答数の平均値の方が高い値となっている。

ここで，図 4 の結果に対して一対の標本による平

均 値 の 検 定 （ t 検 定 ） を 行 っ た 結 果 ， t (4 )=7 .38，

p<0.05 であり，その差が有意であることが確認さ

れた。この結果から，本アクティブ・ラーニング

型の授業が受講者の主体的な学びにつながってい

ると考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3 設問事項 5 に対する回答  

 

表  2 設問事項 5 における選択項目  

No.  選択項目  

A  
地球的観点から多面的に物事を考える能

力とその素養  

B  
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，

及び社会に対して負っている責任に対す

る理解  

C  
数学及び自然科学（人文社会科学）に関

する知識とそれらを応用する能力  

D  
当該分野において必要とされる専門知識

とそれらを応用する能力  

E  
種々の科学技術，情報及び知識を活用し

て社会の要求を解決するためのデザイン

能力  

F  
論理的な記述力，口頭発表力，討議等の

コミュニケーション能力  

G  自主的，継続的に学習する能力  

H  
与えられた制約の中で計画的に仕事を進

め，まとめる能力  

I  チームで仕事をするための能力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  4  選択項目 A～ F の回答数と選択項目 G～ I

の回答数との比率  

 

3 .  2 ルーブリックを用いた評価と分析  

 本節では，九州工業大学おいて開発されたルー

ブリックを用いて， 2016-2018 年度の過去 3 年間

に行われた“電子情報工学入門（旧：ロボット工

学入門）”のアクティブ・ラーニング型授業を評価

する。ここで，調査期間を 2016～ 2018 度年に定め

た 理 由 は ， 同 ル ー ブ リ ッ ク を 導 入 開 始 し た の が

2016 年度からであり，また，2019 年度からは本学

で 導 入 さ れ た 学 習 ポ ー ト フ ォ リ オ シ ス テ ム FIT-

AIM による調査に調査方法を変更したためである。 

 表 3～ 5 に，本授業で使用したルーブリックの内

容を示す。同表におけるルーブリックは，経済産

業省の社会人基礎力を基に作成されており，「前に

踏み出す力」，「考え抜く力」，「チームで働く力」

の 3 つの能力（ 12 の能力要素）から構成されてい

る。ここで，我々はこのルーブリックにおける「前

に踏み出す力」をアクティブ・ラーニングの 3 つ

の視点のうちの一つである「主体的な学び」，「考

え抜く力」を「深い学び」，ならびに，「チームで

働く力」を「対話的な学び」に対応するものと考

え，分析を行った。ルーブリックの集計において

は，評価基準の 4 つのレベルをそのまま得点と見

なし，レベル 3（ 3 点），レベル 2（ 2 点），レベル

1（ 1 点），レベル 0（ 0 点）とそれぞれ設定した。 
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表  3 授業に用いたルーブリック（前に進みだす力）  

評価  内容  評価基準  
レベル  

3 2 1 0 

前
に
進
み
だ
す
力 

主
体
性 

物事に進ん

で取り組む

力  

自分の役割

を理解して

適切に行動

できる  

自分の役割を理解

して適切に行動し

ている  

自分から行動を起

こしているが，他

の人に頼りきりに

なってる部分もあ

る  

他人に言われたこ

とはきちんとやる

が，あまり自分か

ら行動しない  

誰かに言われない

と行動しない  

働
き
か
け
力 

他人に働き

かけ巻き込

む力  

周囲の人に

自分の考え

を適切に伝

え，協力を

得ることが

できる  

周囲の人に自分の

考 え を 適 切 に 伝

え，協力を得るこ

とができる  

自身の考えを他人

に伝え，協力を得

ようという努力を

している  

あまり親しくない

人や関わり合いが

少ない人と協力が

できてない  

他の人と協力せず

に自分一人で行動

してる  

実
行
力 

物事に目的

を設定し確

実に行動す

る力  

目標を高く

設定して失

敗を恐れず

に積極的に

行動できる  

目標を高く設定し

て失敗を恐れずに

積極的に行動でき

ている  

きちんと目標を設

定して行動に移す

ことができている

目標を設定できて

いるが，積極的な

行動ができていな

い  

目標を低く設定し

たり，積極的に行

動できていない  

 

表  4 授業に用いたルーブリック（考え抜く力）  

評価  内容  評価基準  
レベル  

3 2 1 0 

考
え
抜
く
力 

問
題
発
見
力 

現状を分析

し目的や問

題を明らか

にする力  

現状や目的

をきちんと

分析でき，

それに向か

って行動で

きる  

現状や目的をきち

んと分析でき，そ

れに向かって行動

できている  

現状や目的を分析

でき，多少なりと

も改善案を考える

ことができる  

現状や目的を分析

することができる

が，改善策を見つ

けられない  

現状や目的につい

て考えられていな

い  

計
画
力 

問題の解決

に向けたプ

ロセスを明

らかにする

力  

目標に向け

た計画を立

て不測な事

態にも対応

することが

できる  

目標に向けた計画

を立て不測な事態

にも対応すること

ができる  

計画を立てて行動

することはできる

が，不測の事態に

弱い  

ある程度大まかな

計画を立てて行動

している  

計画を立てること

をせずその場その

場で行動している

創
造
力 

新しい価値

を生み出す

力  

従来の常識

や発想だけ

に限らず，

いろんな角

度から物事

を見て新し

いものを生

み出すこと

ができる  

従来の常識や発想

だけに限らず，い

ろんな角度から物

事を見て新しいも

のを生み出すこと

ができる  

従来の常識や発想

を参考にして改善

策などを出すこと

ができる  

従来の常識や発想

に捉われすぎず，

新しいものを生み

出す努力をしてい

る  

従来の常識や発想

にとらわれていて

新しいものを考え

ることができない
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 図 5～ 8 に，ルーブリックの集計結果を示す。同  

図において，縦軸は集計結果の平均値，一方，横

軸は講義回数となっている。同図から明らかなよ

うに，「前に踏み出す力」，「考え抜く力」，ならび

に，「チームで働く力」の 3 つの能力に対する自己

評価が講義回数を重ねるにつれて上昇しているこ

とが分かる。ここで，本授業で行ったアクティブ・

ラーニング型授業の有効性を確認するために，第

1 回目ルーブリックの回答結果と第 15 回目のルー

ブリックの回答結果に関して t 検定を行った。表

表  5 授業に用いたルーブリック（チームで働く力）  

評価  内容  評価基準  
レベル  

3 2 1 0 

チ
ー
ム
で
働
く
力 

発
信
力 

自分の意見

を分かりや

すく伝える

力  

自分の意見

を相手に分

かりやすい

ように伝え

ることがで

きる  

自分の意見を相手

に分かりやすいよ

うに伝えられる  

自分の意見を伝え

ることができる  
何かしら意見を出

すようにしている  
自分の意見を相手

に伝えたりしない

傾
聴
力 

相手の意見

を丁寧に聞

く力  

相手が話し

やすいよう

に 配 慮 で

き，要点も

適切にまと

めることが

できる  

相手が話しやすい

ように配慮でき，

要点も適切にまと

めることができる

相手の話を理解す

るように努め，自

分なりにまとめら

れる  

相手の話を聞き，

メモ等をとって理

解しようと努力し

ている  

人の話を聞かない

柔
軟
性 

意見の違い

や立場の違

いを理解す

る力  

しっかり自

分の意見を

持ち，相手

の意見も取

り入れるこ

とができる  

しっかり自分の意

見を持ち，相手の

意見も取り入れる

ことができる  

相手の意見や立場

のことも考えるこ

とができる  

相手の意見に耳を

傾け，立場を理解

する努力をしてい

る  

自分の意見や立場

ばかりを主張して

いたり，他人の意

見に流されやすい

状
況
把
握
力 

自分と周囲

の人々や物

事との関係

性を理解す

る力  

自分や仲間

の役割をし

っかり理解

し，物事が

うまくいく

ように調整

することが

できる  

自分や仲間の役割

を し っ か り 理 解

し，物事がうまく

いくように調整す

ることができる  

自分や仲間の役割

を理解して周りに

合わせて行動して

いる  

ある程度自分や仲

間の役割を理解し

ているがうまく周

囲に合わせた行動

ができない  

自分の役割を理解

できておらず，何

も行動しようとし

ない  

規
則
性 

社会のルー

ルや人との

約束を守る

力  

礼儀やマナ

ーを身に付

け，礼儀が

必要なとき

には正しく

ふるまうこ

とができる  

礼儀やマナーを身

に付け，礼儀が必

要なときには正し

くふるまうことが

できる  

基本的なマナーや

礼儀が身について

いて，失礼のない

振る舞いができる

最低限の礼儀やマ

ナーが身について

いる  

自分勝手な行動ば

かりしている  

ス

ト

レ

ス

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

力

ストレスの

発生源に対

応する力  

ストレスの

原因を見つ

け，ストレ

スに対して

しっかり対

処ができる  

ストレスの原因を

見つけてしっかり

対処ができ，スト

レスをため込まな

い  

ストレスの原因に

対して何かしらの

アプローチをして

おり，ある程度発

散することができ

る  

ストレス発散はで

きているが，スト

レスの原因にうま

く対処できていな

い  

ストレスの原因に

対 し て 対 処 で き

ず，ため込んでし

まう  
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6 に，一対の標本による平均値の検定の結果を示

す。なお，表 6 の t 検定においては，第 1 回目の

授業と第 15 回目の授業を共に出席している学生

のみを対象としている。表 6 の結果から明らかな

ように，全ての調査年度において，第 1 回目の授

業の回答結果の平均値と，第 15 回目の授業の回答

結果の平均値との差が有意に表れている。これら

の結果から，本授業によって受講者が「前に踏み

出す力」，「考え抜く力」，ならびに，「チームで働

く力」の 3 つの能力が高まったと感じていること

が窺える。すなわち，本授業によって，アクティ

ブ・ラーニングの 3 つの視点である「主体的な学

び」，「深い学び」，ならびに，「対話的な学び」に

相当する要素が向上したと受講者が感じているこ

とが推測できる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  5 集計結果（前に踏み出す力）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  6 集計結果（考え抜く力）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  7 集計結果（チームで働く力）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  8 集計結果（総合自己評価）  

 

表  6 t 検定の結果  

年度  検定結果  

2018  
t (57 )=8 .04， p<0.05  

であり，有意  

2017  
t (51 )=4 .76， p<0.05  

であり，有意  

2016  
t (45 )=4 .57， p<0.05  

であり，有意  

 

4 . まとめ  

 本論文においては，福岡工業大学工学部電子情

報工学科の“電子情報工学入門（旧：ロボット工

学入門）”において導入したアクティブ・ラーニン

グ型授業を紹介し，その取り組みの効果を定期授

業アンケートの結果，ならびに，ルーブリックの

回答結果を利用することで多面的に分析した。  

 本研究において得られた結果は，下記の通りで

ある。  
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(1 )  定期授業アンケートの設問事項「 6．この授業

の内容は全体として意義あるものでしたか。」に

対する過去 5 年間の平均値は 3 .69 であり，受講

者の多くが，本授業が“意義がある”と感じて

いることが明らかとなった。  

(2 )  定期授業アンケートの設問事項「 5．この授業

を通じて実際に伸ばすことができたと実感して

いる『力』は何ですか。当てはまるものを 3 つ

まで選んでください。」に対する回答結果の傾向

は，過去 5 年間にわたって概ね一致しており，

受講者は「 I チームで仕事をするための能力」，

ならびに，「 D 当該分野において必要とされる

専門知識とそれらを応用する能力」を伸ばすこ

とができたと実感していることが明らかとなっ

た。また， t 検定を行った結果，選択項目 A～ F

の回答数の平均値と，選択項目 G～ I の回答数

の平均値との間に有意差が認められ，本アクテ

ィブ・ラーニング型の授業が受講者の主体的な

学びにつながっていることが示唆された。  

(3 )  2016～ 2018 度年に実施した，ルーブリックに

よる受講者の自己評価の集計結果に対して，t 検

定を行った結果，全ての調査年度において，受

講者が「前に踏み出す力」，「考え抜く力」，なら

びに，「チームで働く力」の 3 つの能力が高まっ

たと感じていることを明らかにした。すなわち，

本授業によって，アクティブ・ラーニングの 3

つの視点である「主体的な学び」，「深い学び」，

ならびに，「対話的な学び」に相当する要素が向

上したと学生が感じていることが示唆された。  

 今後の課題としては，授業改善に関する実践事

例の蓄積によって教職員間での知識の共有を行っ

た後，本学におけるアクティブ・ラーニング型授

業全体の分析・評価を行うことなどが挙げられる。 
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情報工学科の情報技術者倫理における 

グループディスカッションの取り組み 
 

福 本   誠（情報工学科） 
 

Group Discussion in the Class of Information Engineering Ethics at the Department  
of Computer Science and Engineering 

 

Makoto Fukumoto (Department of Computer Science and Engineering) 
 

Abstract 

 

 The department of Computer Science and Engineering has adopted the group discussion method in the class of Information 

Engineering Ethics since 2015. The aim of having group discussion is eliciting the students’ interest on contents of the class 

and accustoming students to participate the discussion. The processe in the discussion includes explaining ideas of the students 

themselves and summarizing opinions in the group. These processes are also important in the social activities. This paper 

introduces how the class has been performing the group discussion now and the result in terms of change in the students’ 

intention in discussion and the subjective effects of the discussion for realizing the contents of the class. 

 

Key words: Engineering Ethics, Group Discussion, Individual Opinion. 

 

1 . はじめに  

 本学情報工学科 3 年次後期に，情報技術者倫理

という必修科目がある。これは，特に情報分野の

技術者としての倫理観を学ぶ講義であり，学生た

ちが情報技術についての知識と技術の習得を経て

就職活動を始める時期において，世論が求める技

術者像を知り，どのように情報技術を活かして社

会で活躍するかを考えるという意味合いで，良い

時期の開講と考えている。  

 この科目の 15 回中 2 回の講義において，異な

るテーマをもとにグループディスカッションを行

ってきた。日本の大学教育において重視されてい

るアクティブラーニングでは，受講学生同士のデ

ィスカッションが具体的な方法の一つに挙げられ

る。学修効率を表現したラーニングピラミッドに

よれば，聴講したのみの場合と比較し，ディスカ

ッションを経た学習の効率は高いとされる 1 )。従

来の本学情報工学科のカリキュラムにおいても，

講義内でディスカッションを行う科目があり，現

在も継続されている。しかしながら，その量が不

十分なためか，就職活動などにおける面接やグル

ープディスカッションを苦手とする学生が少なか

らず存在するようである。  

 この講義では，2015 年度よりディスカッション

を導入してきた 2 , 3 )。 15 回の講義中 2 回のグルー

プディスカッションを行ったところ，回を経るに

つれ，弱い傾向ではあるもののディスカッション

に対する苦手意識が克服される様子が観察された。

また，本科目の独自アンケートによる学生のコメ

ントから，ディスカッションの実施を歓迎するコ

メントが多く見られた。得手不得手はともかく，

グループディスカッションに慣れることの必要性

は理解してもらえているようである。その一方で，

2016 年 度 後 期 の 独 自 ア ン ケ ー ト の コ メ ン ト か ら

は，ディスカッションに参加しない・積極的では

ない学生の存在が窺われた。このことは，講義の
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補助として参加した CS（クラスサポーター）から

も指摘があった 3 )。議論が苦手な学生や，他者と

の対話を得意としない学生には，グループディス

カッションは辛い体験かもしれない。しかし，社

会に出てからのことを考えると，ぜひ克服しても

らいたい課題である。  

 この問題を解決する一案として，2017 年度後期

より，グループで提出するレポートに個々の参加

学生が自身の意見を記述する欄を設けることとし

た。また，この欄に個々の意見を記述した後に，

グループでの議論に移ることとした。これは，参

加者個人の意見表明が容易になることを期待した

取り組みである。  

 本論では，こうした工夫を施した 2017 年度のグ

ループディスカッションの内容についてアンケー

ト結果とともに報告する。具体的には，2015，2016

年度と同様に，ディスカッションの苦手意識およ

び講義内容の理解度について調査を行った結果を

報告する。また，現在取り組んでいる最中の 2019

年度の改善内容についても記す。  

 

2 .  情 報 技 術 者 倫 理 に お け る グ ル ー プ デ ィ ス カ

ッションの実施方法  

2 .  1 情報工学科における情報技術者倫理  

 この講義は 2 クラスに分けて実施され，2017 年

度の履修者数は， 2 クラス合わせて 146 名であっ

た。 2019 年度は 2 クラス合わせて 158 名であり，

やや変動の幅はあるが，概ね 1 クラス 70～ 80 名

程度の参加者数で講義を実施している。  

 図 1 に，15 回分の講義内容について概要を示す。

講義の序盤では，一般的な技術者倫理の問題事例

を通じ，技術者が倫理観を持つことの必要性につ

いて学ぶ。その上で，中盤で技術者倫理の成り立

ちなどを学んだ後，終盤では情報倫理や情報分野

における技術者倫理の問題について学ぶ，という

構成となっている。なお，全ての回において教員

と学生の対話があり，学生からの意思表明の機会

が設けられている。また，15 回中 8 回で講義中の

個々のレポートの提出が課され，そのうちの 2 回

の講義でグループディスカッションを行う。グル

ープディスカッションでは，グループで 1 つのレ

ポートを提出することとしている。  

 

1． ガイダンス：題材「スペースシャトル チャレンジャー号の事故」 

２． 技術者倫理とは何か  

３． 技術者倫理と企業の利益（１）：題材「フォード・ピント事件」 

４． 技術者倫理と企業の利益（２） 

５． 技術者の立場と技術者倫理（１）：題材「ギルベイン・ゴールド」  

６． 技術者の立場と技術者倫理（２） 

７． 内部告発の倫理と公益通報者保護法 

８． 技術者倫理における倫理綱領 

９． 技術者倫理の必要性：題材「東海村 JCO 臨界事故」 

10． 倫理的問題の解決策と線引きの方法 

11． 情報分野の技術者倫理：題材「人命を奪ったソフトウェアのバグ」

12． ネットワークを利用した犯罪と情報倫理 

13． 情報分野における技術者倫理：題材「技術者の自律」 

14． 企業における倫理的取り組みの例：題材「シティコープビル」 

15． 総括，倫理的行動を実践するための心がけ 

図  1  情報技術者倫理の各回の内容。アンダーラ

インは，グループディスカッションを実施

した回である。  

 

 グループディスカッションは，第 6 回，第 13 回

の講義で実施している。課題として，「ギルベイン・

ゴールド」「技術者の自律」の資料を用いている。

これらの資料は，日本工学教育協会から借りるこ

とができる 4 )。本論では，第 13 回講義で実施した

「技術者の自律」に関するグループディスカッシ

ョンの取り組みを紹介する。この教材は，他の技

術者倫理の教育でも教材として利用されている 5 )。 

 教材「技術者の自律」は，プログラムのバグ取

りに関する倫理的な問題を扱うものである。既に

市場に出回っている車種で発生した不具合につい

て，依頼により，短期間で不具合の原因を発見し

なければならないというものである。依頼を受け

た時点では，原因はソフトウェアによるものとは

断定されていない。主人公に当たる人物は，イン

ターンシップに参加した最中にこの問題に関わる

ことになる。情報工学科 3 年生という主人公の立

場は，受講学生と同学年であり，同じ目線で問題

に考えてもらえると期待できる。最終的には，期

限内に主人公がバグらしき箇所を発見するが，全

体のチェックを終えられずに期日を迎えてしまう，
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という展開となっている。  

 

2 .  2 グループディスカッションの実施方法  

 講義開始前からグループ分けの資料を講義室の

扉に掲示するとともに，同じ資料を講義室のプロ

ジェクタより提示した。 1 グループの構成人数は

4，5 名とし，成績等によらないランダムなグルー

プ分けとした。映像資料の視聴前に， 1 グループ

に 1 枚，提出用のグループレポート用紙が配布さ

れ，グループ全員が問題の内容を確認できる時間

を与えた。  

 図 2 に， 2016 年度と 2017 年度以降のグループ

レポート用紙の外観を示す。問題は，ほぼ同じで

ある。2017 年度以降の用紙では，右端に参加者個

別に記入する欄（破線で囲んだ箇所）があり，問

3 以外では，ディスカッションの前に個々の意見

を表明することとした。また，そのように進める

旨を，用紙配布後に説明した。  

 参加学生全員が着席した後に，「技術者の自律」

の映像資料を視聴してもらった。学生の理解を助

けるために，視聴中に二度ほど映像の再生を止め，

問題点，発見されたバグの内容，などについて解

説を行った。映像視聴後に，個人で考える時間を

与えた後，グループディスカッションを開始する

こととした。ディスカッション開始前には，ディ

スカッションを行うことの意義や目的を説明した。 

 参加者には，最初にグループの司会と書記を決

め，その後，グループディスカッションを始める

ように指示した。問題は，主人公が課されたタス

クはなぜ困難なタスクであるのか，請け負った下

請け会社の社長はどのように報告すべきか，など

であり，資料に添付されている問いを改変したも

のであった。また，ディスカッション後に，早め

に課題が終了したグループに，回答例を発表して

もらった。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2  第 13 回講義で用いたグループレポートの

比較（左： 2016 年度，右： 2017 年度以降）  

 

2 .  3 ディスカッションの効果の調査方法  

 グループディスカッションの効果を調査するた

めに，講義中に 3 回のアンケートを行った。評価

指標は，学生のディスカッションに対する意識と，

理解の深化に関するものであった。  

 ディスカッションを実施した第 6， 13 回を挟む

形で，第 5， 12， 14 回の講義においてアンケート

を行った。これら 3 回の全てでディスカッション

に対する意識の調査を，第 14 回のみ理解の深化に

関する調査も行った。質問項目は，「ディスカッシ

ョンが得意（ 5 点）－どちらでもない（ 3 点）－苦

手（ 1 点）」，「理解が深まった（ 5 点）－どちらで

もない（ 3 点）－深まらなかった（ 1 点）」であっ

た。第 14 回のアンケートでは，ディスカッション

に参加した学生に対して任意コメントの収集も行

った。  

 

3 . グループディスカッションの実施結果  

3 .  1 ディスカッションの様子  

 ディスカッション中の様子や発表風景について

は，過年度の報告を参照されたい。2017 年度から

の工夫として取り入れた個々の参加者の意見表明

については，概ねスムーズに行われたようである。

ただし， 1 回目のディスカッションでは，個々の

意見表明を後回しにしてグループの意見を書き始

めてしまったグループも見られた。学生の取り組
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みの様子については，以前よりは全体的に意欲的

になったように見えたが，一部の学生ではこれま

でと同様の消極的な様子が伺われた。また，個々

の意見を表明する段階で，自分の意見を出せずに

止まってしまう学生も散見された。  

 

3 .  2 ディスカッションに対する自己評価  

 図 3 に，2017 年度のディスカッションに対する

自己評価値（平均値と標準偏差）の推移を示す。

平均値の推移を見ると， 1 回目と 2 回目はほぼ同

値， 3 回目でやや上昇する傾向が観察されたもの

の，3 点（どちらでもない）を超えることは無かっ

た。内訳は示さないが，  1 点（非常に苦手）と評

価した人数は， 20 名， 17 名， 13 名と，減少傾向

にあった。評価値の推移を個別に見ると，回を追

うことで評価値が減少する場合も見られた。これ

らの傾向は，個人の意見表明の欄を設けなかった

2015，2016 年度とほぼ同様であった。2018 年度も

ほぼ同じ傾向であった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3  2017 年 度 の グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に

対する自己評価（得意・苦手）の推移（平

均値と標準偏差）  

 

3 .  3 理解の深化  

 2017 年度の第 14 回講義で得られた，理解の深

化に関する結果を示す。評価値の平均値は 4 .04 で

あり，グループディスカッションを開始して以来，

初めて 4 点（やや理解が深まった）を超えた。評

価値の標準偏差は 0 .91 であり， 1 点とした学生は

3 名であった。 2018 年度も同様に 4 点を超える理

解度の平均値となった。なお，同指標について，

2015 年度の平均値は 3 .85， 2016 年度の平均値は

3 .98 であった。  

 

3 .  4 ディスカッションに対するコメント  

 2017 年度の第 14 回講義で得られた，学生から

のディスカッションに対するコメントを以下に示

す。著者の判断により，肯定的なコメント，否定

的なコメントに分類した。コメントの後の括弧書

きは，同様の回答が複数得られた場合のその数で

ある。  

 

〈肯定的なコメント〉  

・様々な意見を聞くことができ，新しい意見が見

つかった。もっとやった方が良い。（ 3）  

・普段行う機会がほとんど無いため，数回でも経

験できて良かった。こういった機会を増やすべ

きだと思う。（ 2）  

・ 4 名でのディスカッションは，意見を言いやす

くて良かった。  

・自分の意見や考えを言葉で表現できる良い機会

だった。  

・自分が思っている意見と相手の意見を結び付け

ることで，良い答えが見つかることが楽しかっ

た。  

・有意義であった。ただ，時間が足りず，深いデ

ィスカッションにならなかった。また，仕方の

無いことかもしれないが，ディスカッションの

苦手な人のフォローで終わってしまうことがあ

った。  

・様々な意見を聞き，それらを一つにまとめる難

しさを知ることができて良かった。  

・すごく楽しかった。普段あまり人と話さないた

め，新鮮味があった。  

・意外と積極的に参加している人が多く，有意義

であったと思う。  

1 回 目 (N=135） 2 回 目 (N=131)  3 回 目 (N=112)
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・同じことに対する他者の倫理観を聞くことがで

き，より確実な理解につながった。  

 

〈改善方法の提案や否定的なコメント〉  

・もう一人か二人，人数が多くても良いと思った。 

・個人の意見を記述する欄が狭いかもしれない。  

・映像資料を視聴中に，グループで一枚のメモ用

紙が欲しい。情報共有が早くなる。ディスカッ

ションの苦手な人にも良いのではないか。  

・資料を読めばわかることを論じ合っても時間が

勿体無い気がした。答えの出にくい 1，2 問に絞

った方が，個人的には好みと思った。  

・事前に，もう少しディスカッションを行う内容

についての補足説明が欲しいと感じた。  

 

4 . 考察  

4 .  1 評価値に基づく考察  

 ディスカッションの苦手意識については，これ

までと同様にやや上昇傾向にあるものの， 3 点を

超えることは無かった。個人の意見を表明するこ

とで，ディスカッションの活性化につなげるとい

う目論見であったが，そううまくはいかないよう

である。順に書いていくような方法では，他者の

真似が容易であり，真に自分の意見を表明すると

いうことが実現できていない可能性もある。  

 理解の深化という観点では，ディスカッション

を開始して以来，初の 4 点超えとなった。年度の

違いがあるため，単純に個々の意見表明が貢献し

たとは言い難いが，今後も改善を続けることで，

得点の上昇を目指したい。  

 

4 .  2 コメントおよび観察に基づく考察  

 2016 年度までは「意見を言わない学生がいた」

というコメントが見られたが，2017 年度以降の取

り組みでは見られなくなった。この点については，

個々の意見表明の仕組みが功を奏したと考えてい

る。また，メモに関する言及については，映像資

料中に共通のメモを取ることは困難と思われるも

のの，レポートの用紙のサイズを大きくすること

で個々の意見の記入が容易になるとともにディス

カッション中の議論の助けになると考え，2019 年

度の第 6 回講義より A4 サイズから B4 サイズへと

レポート用紙を大きくすることで対応した。著者

の主観であるが提出された用紙を見る限りでは，

スペースの狭さにより書くのが大変，という印象

は受けなかった。  

 一方で，理解度の低い参加者がいることや，問

題そのものに対する否定的な意見も散見された。

また，著者がディスカッション中の様子を見てい

ると，なかなか意見表明をできない学生がおり，

ディスカッションが止まってしまっていたグルー

プも見られた。本論で示した個々の意見の表明は，

見方を変えれば意見表明の強制の側面もある。こ

ういった問題は，少しの工夫では改善が難しいと

思われるものの，講義全体の改善，例えばディス

カッションの回数を増やす，事前に資料を配布す

る，などの形で改善を図っていきたい。   

 

5 . まとめ  

 本論では，2017 年度後期より実施している，本

学情報工学科の情報技術者倫理の講義におけるグ

ループディスカッションの取り組み，特に個々の

学 生 の 意 見 表 明 に 関 す る 取 り 組 み を 紹 介 し た 。

2016 年度では使用教室の変更，2017 年度ではグル

ープレポートの改良，という形で，独自アンケー

トの結果を反映することで，ようやくグループデ

ィスカッションそのものにこだわれる段階に辿り

着けたように感じている。今後も，学生からの不

満をつぶす形での改善を継続しつつ，より意義の

あるグループディスカッションを実現したい。  
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社会環境学科における地域の課題解決を目指した PBL の実践 
 

藤 井 洋 次（社会環境学科） 
 

Key words: 課題解決型学習（PBL），アクティブラーニング（AL），ゼミナール，基礎的･汎用的能力 

 

1 . はじめに  

 大学教育の質保証という観点から，大学教育に

おいて「何を教えるか」ではなく，「何ができるよ

うになるか」，すなわち学生の学習成果に焦点を当

てた教育内容や教育方法の見直しが求められるよ

うになっている。  

 そこで，社会環境学科では，学生の主体的な学

修を促す取り組みとして課題解決型学習（ Pro jec t  

Based  Learn ing）に取り組んでいる。学生自らが社

会が抱えるさまざまな課題の解決に取り組むこと

で，受動的な学修ではなく，学生自らが問題を発

見し解決する能力を養うこと，また社会の課題を

意識することで大学での学修に対する意欲向上を

目指している。  

 今回，一年次学生を対象に， 2016 年と 2017 年

に実施した PBL の概要を紹介するとともにプロジ

ェクト前後に行った学生向けアンケートの回答を

通じて PBL の効果と課題を報告する。  

 

2 . PBL プログラムの概要  

2 .  1 PBL プログラムの目的  

 今回紹介する 2 つの PBL プログラムはどちらも

新宮町の課題を解決する PBL であり，一つは「新

宮町  相島おみやげ開発プロジェクト」（以下「相

島 PBL」と略称）である。これは，新宮海岸の沖

合い 8km に位置する相島が近年「猫の島」として

有名になり国内外から観光客が増加しているもの

の観光客の消費を促すおみやげのバリエーション

が少ないことが課題であり，若者の視点から「猫

の島」や新宮町に相応しいおみやげを提案してほ

しいというものであった。また，今後島内に設け

る観光客向けカフェで提供するメニューも提案し

てほしいというものである。  

 もう一つは「福工大前駅駐輪場スペース活用プ

ロジェクト」（以下「駐輪場 PBL」と略称）である。

これは，JR 福工大前駅に併設されている駐輪場の

2 階が利用者の減少によって空きスペースになっ

ており，そのスペースを有効活用するアイディア

を提案してほしいというものである。  

 一年次学生にとって，相島 PBL は課題がおみや

げということもあり，おみやげとして妥当な価格

設定や相島に来る観光客の年齢層に合ったおみや

げをイメージしやすいといえる。他方，駐輪場 PBL

の課題である空きスペースの活用策では，予算面

を含めて何も制約が課されず，学生に非常に大き

な自由度が与えられたが，社会経験の少ない一年

次生にとっては逆にハードルの高い課題となって

いたようである。  

 

表  1 PBL 概要  

 相島 PBL 駐輪場 PBL 

課題

相島（新宮町）に相

応しいおみやげ開発  
駐輪場 2 階の空きス

ペースの有効活用策

の検討  

期間
2016 年 10 月 6 日  
～ 2017 年 1 月 19 日  

2017 年 6 月 1 日  
  ～ 10 月 26 日  

参加

人数

20 名  
・土屋ゼミ  
・藤井ゼミ  

32 名  
・田中ゼミ  
・尹ゼミ  

 

2 .  2 各 PBL プログラムの参加者とスケジュール  

(1 ) 相島 PBL（ 2016 年度）  

 相島 PBL は社会環境学科 1 年次の基礎ゼミナー

ルの土屋ゼミナール 10 名と藤井ゼミナール 10 名

の計 20 名（男女それぞれ 10 名）がプロジェクト

に参加し， 2016 年度後期に実施した。  
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 2016 年 10 月 6 日に開催したキックオフにおい

て新宮町産業振興課と新宮町おもてなし協会の職

員から学生に対して課題提示と依頼内容の説明が

行われ，プロジェクトがスタートし，最終提案プ

レゼンを翌年の 1 月 19 日に行った。  

 参加者は 1 グループ 5 名に別れ，キックオフと

最終プレゼンを含めて全 14 回のグループワーク

を行った。  

 ワークでは，先ず最終的な提案を行うために必

要な条件や作業内容を確認し，それを全体スケジ

ュールの中に落とし込んでいくことから始まり，

各グループ内で役割分担を行った。また，アイデ

ィア作りのために必要な新宮町の基本情報，地域

産業の特徴および特産品について各グループで調

査し，情報共有を行った。各回のグループワーク

では，最初に「今日の作業目標」を提示し，グル

ープ作業を積み重ね，プロジェクトの途中には各

グループ作業の進捗を見ながら教員によってプロ

ジェクト管理の方法やアイディアを生み出すため

の様々な方法や手法（ KJ 法，ブレインストーミン

グやマインドマップなど）の紹介，最終プレゼン

テーションに使うスライド作りのポイントなどに

ついてレクチャーを行った。さらに，参加学生の

全員が相島に行った経験がなかったため，全員で

相島を訪れ，現地の観光施設や観光客の行動など

を視察した。  

 ワークの途中では，調査と現地視察に基づいて

考えたアイディアを検討し中間発表を行った。中

間発表では新宮町の職員も招き，各グループのア

イディアに対するアドバイスを受けた。そのアド

バイスでは，自分たちのアイディアを社会の中で

実際にカタチにするために考慮しなければならな

い要素や人を納得させるためにはどのようなこと

が必要で，自分たちの提案に何が不足しているの

かを指摘され，さらに議論を深めるきっかけとな

った。特に，需要見込みの根拠や製作コスト，価

格設定の根拠などの現実的なビジネス感覚の不足

を指摘するコメントが多く，学生たちは社会の課

題解決にビジネス的な知識やセンスが必要である

ことを学んだようである。そして，最終発表に向

けて試作品を作成して臨んだ。  

 最終発表では，学生の PBL の取り組みに興味を

持つ地元テレビ局や新聞社の取材もあり，学生た

ちは自分たちが取り組んできた課題が地域社会に

とっても解決が必要な課題として認識されている

ことを改めて認識する機会となったと思われる。  

 主な活動は以下の通りである。  

 10/06 キックオフ  

 10/13 新宮町について知ろう  

 （この間ゼミ 3 回）  

 11/13（日）  相島見学  

 （この間ゼミ 3 回）  

 12/15 プレゼン中間報告（案）  

 （この間ゼミ 3 回）  

 01/19 プレゼン最終報告（案）  図  1 相島 PBL でのグループワークの様子  

図  2 相島 PBL 最終発表  テレビ取材の様子  
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(2 ) 駐輪場 PBL（ 2017 年度）  

 駐輪場 PBL の参加者は社会環境学科 1 年次の基

礎ゼミナールの田中ゼミナール 16 名と尹ゼミナ

ール 16 名の計 32 名（男女それぞれ 16 名）であ

る。筆者は相島 PBL の経験を活かし，アドバイザ

ーとして協力した。  

 駐輪場 PBL は学生提案の内容によっては次年度

の新宮町の事業に採用される可能性があるため，

次年度の新宮町予算作成スケジュールに沿った進

捗が必要であった。このため 10 月末の提案にむけ

て夏休みを挟んだスケジュールとなった。2017 年

6 月 1 日には新宮町都市整備課の職員を招いてキ

ックオフを開催し，課題の説明とスケジュール確

認およびグループ分けを行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ワークでは，相島 PBL と同様に，最終的な提案

に必要な条件や作業内容の確認，各作業の全体ス

ケジュールへの落とし込み，各グループ内での役

割分担，および課題解決に必要な情報収集から始

まった。各回のワークの途中には，教員によるプ

ロジェクト管理やアイディ手法に関するサポート

を行った。  

 3 回目のゼミでは，実際に駐輪場に加えて周辺

の商店街やコミセンを新宮町職員の案内で視察し

た。そして夏休み前の 7 月 25 日に中間発表を行

った。プロジェクト期間内での主な活動は以下の

通りである。  

 6/1 キックオフ  

 （この間ゼミ 1 回）  

 6/15 現地視察（駐輪場，コミセン，商店街 e tc）  

 （この間ゼミ 5 回）  

 7/25 中間発表  

 （この間ゼミ 4 回。夏休み）  

 10/26 最終発表  

 

3 . PBL アンケート分析  

 今回の PBL では，それぞれのプログラム実施前

後に PBL の成果と課題の把握を目的にアンケート

を行った。  

 

3 .  1 PBL での成果  

(1 ) 相島 PBL での成果  

 相島 PBL（図 4 参照）では，参加学生の多くが

PBL に参加して何かしら成長機会を得ることがで

きたと答えている。また，PBL を通じて様々な人々

と出会い，自分たちの学びの意味や価値に気づく

ことができたと解答している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図  3 駐輪場 PBL 現地視察の様子  

図  4 相島 PBL 実施後アンケート  
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や「やっていること」の意

味を理解できた。

PBLに参加して、責任を

もって教え（与え）る経験

をした。

PBLに参加して、他領域の

集団や人と知り合った。

思う やや思う

どちらともいえない やや思わない

思わない
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(2 ) 駐輪場 PBL での成果  

 駐輪場 PBL（図 5 参照）では，「 PBL に参加して

何か目標を持てた」かの質問に対して参加学生の

約 3 割が「やや思う」と答えているが， 5 割の学

生は「どちらともいえない」，さらに「やや思わな

い」と「思わない」と回答した学生が約 18%に達

しており，相島 PBL と大きく異なっている。これ

は，先に指摘したように，一年次生にとって駐輪

場 PBL の課題が相島 PBL に比べてハードルの高

い課題であったためと思われる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでも， PBL に参加して学びの意味や価値に

気づくことができたと解答している学生は「思う」

と「やや思う」を合わせると 77%を占めており，

学生の成長機会としては大きな意味があったと思

われる。  

 

3 .  2 PBL による自己能力の把握  

 アンケートでは， PBL 実施前後に自分の「基礎

的」能力に対する認識と今後身につけるべきだと

感じる能力についてアンケートした。  

 「基礎力」については，中教審が様々に提唱さ

れてきた各種の能力論（内閣府「人間力」，経済産

業省「社会人基礎力」，厚生労働省「就職基礎能力」

など）を「分野や職種にかかわらず，社会的 ･職業

的自立に向けて必要な基礎となる能力」として再

構成した「基礎的 ･汎用的能力」を前提に，リクル

ート ･ワークス研究所の分類（対自己基礎力〔感情

制御力，自信創出力，行動持続力〕，対人基礎力〔親

和力，協働力，統率力〕，対課題基礎力〔課題発見

力，計画立案力，実践力〕，創造力）を援用した 2 )。  

 

(1 ) 相島 PBL での自己「基礎力」認識  

 相島 PBL 実施前後の自己「基礎力」認識を見る

と（図 6 参照），協働力や感情制御力，親和力を備

えていると認識しているが課題発見力や実践力，

0% 50% 100%

PBLに参加して、何か目標

を持てた。

PBLに参加して、「学び」

や「やっていること」の意

味を理解できた。

PBLに参加して、責任を

もって教え（与え）る経験

をした。

PBLに参加して、他領域の

集団や人と知り合った。

思う やや思う

どちらともいえない やや思わない

思わない

図  5 駐輪場 PBL 実施後アンケート  

図  6 相島 PBL 実施前後の自己「基礎力」認識

0% 10% 20% 30%

感情制御力

自信創出力

行動持続力

親和力

協働力

統率力

課題発見力

計画立案力

実践力

創造力

実施前 実施後 今後
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創造力などの対課題基礎力や創造力については自

信も持っていないことが分かる。こうした学生自

身の自己能力に対する認識は PBL 実施後には，計

画立案力や実践力，創造力に対する自己評価が高

まっており， PBL をきっかけに自信がなかった点

が改善されたと感じている。  

 さらに，多くの学生がこれから身につけたい力

として行動持続力や計画立案力，実践力といった

点を挙げている。これは，自分としては自信を持

っていた対自己基礎力や PBL を通じて高まった課

題基礎力について，更にその能力を高める必要性

を認識したことが分かる。  

 

(2 ) 駐輪場 PBL での自己「基礎力」認識  

 駐輪場 PBL 実施前後の自己「基礎力」認識を見

ると（図 7 参照），相島 PBL の参加学生と同様に

協働力や感情制御力，親和力を備えていると認識

しているが課題発見力や統率力，計画立案力など

で は 自 信 が な い こ と が 分 か る 。 こ う し た 認 識 が

PBL 実施後には課題発見力や計画立案力の対課題

基礎力に対する自己評価が大きく高まっている。  

 そして，学生がこれから身につけたい能力とし

て挙げたのは相島 PBL と同様に行動持続力や計画

立案力，実践力であり，自分が自信を持っている

と感じていた力も PBL を通じて社会で求められる

能力としては充分ではなく，更にその能力を高め

る必要性を認識したといえる。  

 

4 . まとめと課題  

 今回実施した PBL に関するアンケートによって，

学生が二つの PBL によって社会の課題を認識し解

決する過程で自分の能力に対する認識を深め，今

後の課題を見つけるきっかけになったといえる。

学生は， PBL を通じて社会の課題を知り，課題解

決にどのような能力や知識が必要なのか，また，

課題を解決する過程で様々な人々との協力とリー

ダーシップが必要なことが理解できたのではない

かと思われる。  

 ただ，両 PBL アンケートを比較すると，一年生

対象の PBL 課題の難易度の設定を適切に行う重要

性を認識できた。  

 

注  

1 )   ア ン ケ ー ト の 設 問 に つ い て は ，浮 田（ 2 0 1 3）を 参 考

に し た 。  

2 )   リ ク ル ー ト ワ ー ク ス 研 究 所 （ 2 0 1 5） を 参 照 。  
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図  7 駐輪場 PBL 実施前後の自己「基礎力」認識
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